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�

発
刊
に
あ
た
っ
て

　

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
に
成
安
造
形
大
学
の
附
属
研
究
所
と
し
て
、
近
江
学
研
究
所
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
毎
年
研
究
紀
要
と
し
て
『
近
江
学
』（
Ａ
Ｂ
判
九
六
ペ
ー
ジ
）
を
発
刊
し
、
す
で
に
第
四
号
を
数
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
論
文
・
研
究
報
告
・
対
談
・
公
開
講
座
・
情
報
・
写
真
に
よ
る
自
然
レ
ポ
ー
ト
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
収
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
文
化
誌
『
近
江
学
』
と
は
別
に
、
研
究
分
野
に
特
化
し
た
『
近
江
学
研
究
所
紀
要
』
を
新
た
に
刊
行
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
紀
要
で
は
、
研
究
者
に
よ
る
近
江
に
関
す
る
論
考
・
研
究
調
査
報
告
な
ど
を
掲
載
し
、
近
江
の
文
化
の

検
証
・
再
発
見
な
ど
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
賜
れ
ば
幸
甚
で
す
。
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第
一
章　

調
査
の
目
的 �

　

里
山
は
、
人
と
自
然
が
共
生
す
る
た
め
の
持
続
可
能
で
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

な
環
境
モ
デ
ル
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
す
効
率
的
な
社
会

と
は
異
な
る
時
間
が
今
な
お
流
れ
て
い
る
。
自
然
界
を
お
お
う
時
間
と
、

モ
ノ
や
暮
ら
し
を
取
り
巻
く
時
間
。
生
命
に
と
っ
て
の
時
間
と
、
死
者
に

と
っ
て
の
時
間
。
里
山
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
（
宇
宙
像
）
は
、
こ
れ
ら
地
層

の
よ
う
に
堆
積
し
た
時
の
上
に
、
す
な
わ
ち
現
在
と
い
う
時
間
と
空
間
の

中
に
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
見
出
す
こ
と
が
可
能
だ
。
本
研
究
は
、
滋
賀

県
大
津
市
仰
木
の
里
山
を
、
自
然
環
境
・
生
活
・
信
仰
の
諸
相
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
た
「
水
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
し
て
と
ら
え
、
人
と
自
然
の
有

機
的
な
つ
な
が
り
と
、
そ
れ
を
支
え
る
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
浮
き
彫
り
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
〔
註
１
〕。

　

な
お
本
研
究
は
、
成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所
に
お
け
る

二
〇
一
〇
年
度
近
江
学
研
究
「
里
山
～
水
と
暮
ら
し
」
の
第
一
期
「
水
系

か
ら
み
る
集
落
の
空
間
構
成
・
景
観
要
素
に
関
す
る
研
究
と
聞
き
取
り
調

査―
大
津
市
仰
木
地
区―

」
の
成
果
を
、「
仰
木
平
尾
地
区
に
お
け
る
棚

田
の
水
循
環
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
調
査
と
研
究
」、及
び「
仰
木
平
尾
地
区
・

里　

山　
～
水
と
暮
ら
し

�

大
岩　

剛
一
・
大
原　

歩

•••••••••••••••••••••••••••••••
Title :
Satoyama: The Interrelationship of People and Water

Summary : 
This is a report of field research carried out in the Hirao area 
of Ogi, Shiga, regarding the relationship of the area's inhabitants 
with water in their daily lives, and centered around the themes of 
“terraced fields” and “farm houses”.

•••••••••••••••••••••••••••••••
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西
村
家
に
お
け
る
住
居
と
聖
域
に
関
す
る
調
査
と
研

究
」
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
調
査
は
、

本
学
学
生
二
〇
名
を
対
象
と
し
た
通
年
の
授
業
、「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
Ａ
１
」（
テ
ー
マ
：
里
山
・
水
と
暮

ら
し
）
と
し
て
も
行
っ
た
。

〔註１〕 仰木：大津市北部、比叡山から琵琶湖の西岸へと伸びる雄大な山麓の中間に位置する仰木は、
階段状の棚田が取り巻く、世帯数七九五戸、人口二三七二人、四つの字から成る大きな農村集落だ。
仰木の集落形成の歴史は約一二〇〇年前に遡ると言われ、大津と北陸を結ぶ西近江路（国道161号線）
から西へ分岐し、京都の大原で若狭街道、いわゆる鯖

さば

街道と合流する仰木道の途中に発達した。集
落には、小

お

椋
ぐら

神社を筆頭とする多数の社寺、無数の地蔵や祠、共同墓地が点在し、東塔、西塔と並
ぶ比叡山三塔のひとつ、横

よ

川
かわ

への登り口に当たる。

図１：仰木全体地図
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第
二
章　

仰
木
平
尾
地
区
に
お
け
る
棚
田
の 

　
　
　
　

水
循
環
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
調
査
と
研
究 �

二-
一　

概
要

　

近
年
、
仰
木
も
他
の
農
村
同
様
、
圃ほ
じ

場ょ
う

整
備
や
道
路
工
事
等
の
開
発
に

よ
っ
て
大
き
く
姿
を
変
え
つ
つ
あ
り
、
住
民
の
意
識
や
暮
ら
し
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仰
木
の
集
落
は
、
上
仰
木
・

辻
ヶ
下
・
平
尾
・
下
仰
木
の
四
つ
の
字
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、
中
で

も
平
尾
地
区
の
集
落
の
外
縁
部
に
は
、
い
ま
だ
圃
場
整
備
の
手
が
届
か
な

い
、
自
然
の
地
形
を
利
用
し
た
棚
田
が
数
多
く
残
る
。

　

こ
の
棚
田
の
北
縁
の
山
裾
を
、
全
長
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
幅
の
狭

い
人
口
の
用
水
路
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
用
水
路
は
「
北
山
水
路
」
と
呼

ば
れ
、
平
尾
地
区
に
大
小
十
本
あ
る
用
水
路
の
中
で
最
も
長
い
も
の
で
あ

る
。
本
調
査
で
は
、
北
山
水
路
の
源
流
に
当
た
る
大
倉
川
の
取
水
口
か
ら

下
流
ま
で
を
歩
い
て
辿
り
、
用
水
路
の
水
を
そ
れ
ぞ
れ
の
棚
田
に
行
き
渡

ら
せ
る
た
め
の
仕
組
と
、
水
の
管
理
運
営
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

調
査
協
力
（
敬
称
略
）

　

・
地
元
住
民
：
西
村
義
一
（
里
山
・
棚
田 

守
り
人
の
会
顧
問
）、
廣
岡
太
平
衛
（
仰

木
学
区
自
治
連
合
会
副
会
長
）、
堀
井
登
夫
（
前
平
尾
自
治
会
長
）、
中
川 

眞
、
中

川
峯
一
、
辻 

晋
一
、
北
村
敏
信
（
酒
店
経
営
） 

　

・
研
究
者
：
山
本
早
苗（
富
士
常
葉
大
学
社
会
環
境
学
部
講
師
、専
門
：
環
境
社
会
学
）

二-

二　

井い

堰ぜ

と
水
の
循
環
シ
ス
テ
ム

　

仰
木
は
東
西
に
細
長
い
集
落
で
あ
る
。
比
叡
山
麓
か
ら
湧
き
出
て
東
の

琵
琶
湖
へ
と
注
ぐ
、
天
神
川
と
雄
琴
川
と
い
う
二
本
の
川
に
挟
ま
れ
た
尾

根
伝
い
に
発
達
し
た
た
め
だ
。
尾
根
の
高
所
を
流
れ
る
天
神
川
か
ら
取
り

出
さ
れ
た
水
は
、
井い

堰ぜ

と
呼
ば
れ
る
用
水
路
を
ゆ
る
や
か
に
流
れ
な
が
ら
、

途
中
に
設
け
ら
れ
た
分
水
口
か
ら
次
々
と
低
い
田
に
落
ち
て
棚
田
全
域
を

潤
し
、
残
っ
た
水
は
溜
池
や
、
か
つ
て
は
集
落
内
の
各
家
庭
に
も
引
き
込

ま
れ
て
い
た
。

　

北
山
水
路
は
、
比
叡
山
麓
の
湧
水
で
あ
る
大
倉
川
水
系
（
天
神
川
上
流

に
注
ぐ
支
流
）
か
ら
分
岐
さ
せ
た
人
工
の
用
水
路
で
、
本ほ
ん

井い

堰ぜ

と
呼
ば
れ

て
い
る
。
北
山
水
路
に
は
、
そ
の
途
中
に
い
く
つ
も
の
分
水
口
が
設
け
ら

れ
て
い
て
、
必
要
に
応
じ
て
開
閉
し
た
り
水
量
調
節
し
た
り
し
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
持
ち
主
の
異
な
る
田
に
水
を
落
と
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　

分
水
口
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
素
朴
で
多
彩
だ
。
水
路
の
側
壁
に
は
あ
ら

か
じ
め
小
さ
な
穴
が
開
け
ら
れ
て
い
て
、
水
は
そ
こ
か
ら
自
動
的
に
下
の

田
へ
流
れ
落
ち
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
高
所
か
ら
勢
い
よ

く
流
れ
て
く
る
水
や
下
の
田
に
落
と
す
水
の
量
を
調
節
し
た
り
、
堰
き
止

め
た
り
す
る
必
要
か
ら
、
丸
太
の
切
れ
端
や
土
嚢
、
石
、
堰
板
、
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
、雑
草
等
を
穴
に
詰
め
た
り
、ゆ
る
め
た
り
し
な
が
ら
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
て
い
る
。
ま
た
水
路
か
ら
離
れ
た
田
に
水
を
運
ぶ
時
に
は
、
小こ

井い

堰ぜ

と
呼
ば
れ
る
短
い
補
助
の
水
路
を
設
け
て
田
と
つ
な
ぐ
。
長
い
樋
を
土
手

の
上
に
渡
し
た
り
、
土
手
の
土
中
に
埋
め
た
り
し
て
水
を
運
ん
で
い
る
と
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こ
ろ
も
あ
っ
た
。

　

大
倉
川
を
源
流
と
す
る
本
井
堰
の
水
は
、
主
要
地
方
道
で
あ
る
伊
香
立

浜
大
津
線
の
手
前
で
棚
田
へ
の
供
給
を
す
べ
て
終
え
、
最
後
は
大
倉
川
に

還
っ
て
い
く
。
ま
た
本
井
堰
の
残
り
水
は
、
道
路
を
越
え
、
平
尾
の
東
端

の
溜
池
に
落
ち
て
終
わ
る
。
平
尾
の
棚
田
総
面
積
六
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う

ち
、
北
山
水
路
の
水
だ
け
で
、
な
ん
と
そ
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
約

三
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
田
の
水
を
ま
か
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

図２：棚田水利用システム図
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図３：北山水路と棚田の配水システム
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01／大倉川の取水口。北山水路（写真右・井堰）
はここからはじまる

02／大倉川の崖の途中を流れる北山水路

04／水路から離れた田んぼに長い樋を渡して配
水する

05／丸太の隙間に雑草を詰めて水量調節。水は
下の田へ落ちないで直進する

03／高所から引かれた小井堰と北山水路の合流
点。上からの水量が多い時はここで調節し
て大倉川に戻す

06／丸太による水量調節
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10／下の田へ水を落とす分水口

12／分水口（写真左）をふさぐ石 11／水を堰き止め、水嵩を増やしたい時に使う
石が近くに用意されている

09／山手の田の水を直接土手の上に流して北山
水路（写真下）に落とす

08／土手にパイプを通し、山手の田の水を北山
水路（写真右下）に落とす

07／下の田へ送る水の量を調節する分水口とコ
ンクリート桝
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17／ここから先は北山水路の終点に近く、田へ
の配水量の不足を補うために大倉川からポ
ンプで揚水して補給している

14／丸太の木切れを詰めて分水口をふさぐ 13／ペットボトルでふさぎ、流れを直進させる

16／丸太の太さを調節して隙間を作り、配水量
を加減している

15／小井堰への分岐点に設けられた板。下の田
に落とす水量を調節

18
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21／県道の上に渡したパイプの中を流れる北山
水路

23／北山水路の残り水はため池に集められる

20／北山水路と下の田へ水を落とす小井堰との
分岐点

19／北山水路（写真中央）と小井堰（右）の分岐点。
閉じる時は土嚢を積む

24／それぞれに異なる田の高低差。分水口の高
さもまちまち

22
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26／田の畦に作られた暗渠の分水口。オーバー
フローした水が自然に落ちる

29／給水ポンプ場から送られてきた水を貯める
ポンプ貯水場。ここから北山水路に揚水する

27／上の田の土手から浸み出た水を受け、下の
田に配水するための水路

30／棚田を通過した最後の「ほかし水」を大倉
川に戻す排水路

28／大倉水路の上を流れる県道脇の雨水側溝
に、一番低い田の「ほかし水」が合流する

25／土手にパイプを通し、下の田へ水を落とす
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31／大倉川から水を引く吸水ポンプ場

32／大倉川にもどった棚田の水

二-

三　

水
の
管
理
運
営
シ
ス
テ
ム
（
井
堰
親
制
度
と
番ば
ん

水み
ず

制
）　

　

棚
田
に
と
っ
て
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
各
田
へ
の
水
の
給
水
で
あ
る
。

仰
木
で
は
、
自
然
環
境
に
適
し
た
仰
木
独
自
の
水
利
組
織
で
あ
る
「
井
堰

親
制
度
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
井
堰
親
と
は
、
水
路
か
ら
各
田
へ
の
水

の
配
分
の
決
定
や
、
井
堰
の
取
水
口
・
分
水
口
の
開
閉
を
行
う
権
利
、
お

よ
び
水
路
の
点
検
・
管
理
の
義
務
や
他
の
井
堰
組
織
と
の
連
絡
調
整
な
ど
、

水
の
管
理
運
営
と
そ
の
決
定
に
関
わ
る
重
要
な
役
割
を
担
う
。

　

仰
木
の
独
自
性
は
、
井
堰
親
が
所
有
し
て
い
る
田
（
井
堰
親
田
）
の
位

置
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
般
的
に
は
井
堰
に
最
も
近
い
最
上
段
の
田

を
井
堰
親
田
と
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
仰
木
で
は
井
堰
か
ら
最
も
離
れ
た

最
下
段
の
田
を
井
堰
親
田
と
し
て
い
る
。
水
量
が
減
る
な
ど
、
給
水
が
難

し
い
一
番
低
い
位
置
に
あ
る
田
の
持
ち
主
を
井
堰
親
と
決
め
る
こ
と
で
、

水
の
分
配
の
平
等
性
に
配
慮
し
た
民
主
的
な
管
理
運
営
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　

井
堰
親
制
度
の
水
の
分
配
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
北
山
水
路
に
見
ら
れ

る
夏
の
「
番
水
制
度
」
が
あ
る
。
夏
は
山
の
水
が
減
る
た
め
、
予
測
さ
れ

る
水
不
足
に
対
し
、
水
を
使
う
田
の
数
や
、
田
へ
の
水
入
れ
の
時
間
を
制

限
し
て
い
る
の
だ
。
北
山
水
路
の
場
合
は
、
全
長
一
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

あ
る
水
路
を
四
分
割
し
、
分
水
口
を
開
口
す
る
水
入
れ
時
間
に
制
限
を
設

け
て
い
る
。
源
流
に
近
い
上
流
か
ら
下
流
に
向
か
っ
て
順
に
、
午
前
八
時

か
ら
午
前
十
時
ま
で
の
二
時
間
、
午
前
十
時
か
ら
午
後
二
時
ま
で
の
四
時

間
、
午
後
二
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
の
六
時
間
、
午
後
八
時
か
ら
午
前
六

時
ま
で
の
十
時
間
と
決
め
て
い
る
。
し
か
も
下
流
に
行
く
に
つ
れ
、
時
間
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が
長
く
と
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
上
流
か
ら
遠
く
離
れ
た
下
流
で
は
、

水
の
勢
い
が
落
ち
、
水
量
も
減
る
か
ら
だ
。
番
水
の
水
入
れ
の
際
に
は
、

井
堰
子
は
全
戸
か
ら
参
加
し
、
井
堰
親
の
確
認
を
受
け
る
。

　

細
分
化
さ
れ
た
棚
田
の
一
枚
一
枚
に
水
を
行
き
届
か
せ
る
小
井
堰
と
、

水
の
管
理
運
営
シ
ス
テ
ム
に
は
、
先
人
の
た
ゆ
ま
な
い
自
然
と
の
対
峙
か

ら
生
ま
れ
た
知
恵
が
詰
ま
っ
て
い
る
。�

（
大
原
歩
）

図４：平尾地区における棚田の井堰親制度概念図

図５：北山水路における水の分配システム（番水制）
※水入れの時間配分は年によって異なる場合あり。

全長
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参
考
文
献
：

　

・
山
本
早
苗
、「
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
水
利
組
織
の
変
容
と
再
編
～
滋
賀
県
大
津
市

仰
木
地
区
の
井
堰
親
制
度
を
事
例
と
し
て
～
」、『
環
境
社
会
学
研
究
九
』、
頁

一
八
五
～
二
○
一
（
二
○
○
三
年
）

　

・
山
本
早
苗
、「
人
為
的
自
然
の
限
界
で
暮
ら
す
人
び
と
の
生
活
実
践
～
滋
賀
県
大
津

市
仰
木
町
の
里
山
・
棚
田
利
用
～
」、
平
成
十
四
年―

十
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
研
究
成
果
報
告
書
『
環
境
保
全
に
お
け
る
ロ
ー
カ
ル
な
知
の
伝
承
に
関
す
る
研

究
』、
頁
三
十
七
～
七
十
三
（
二
○
○
五
年
）

二-

四　

結　

び

　

神
体
で
あ
る
聖
な
る
山
か
ら
湧
き
出
た
水
は
、
い
わ
ば
神
の
体
液
で
あ

る
。
稲
を
実
ら
せ
、
自
ら
の
身
体
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
の
聖
な
る
水
は
、

里
山
と
い
う
遠
大
な
時
空
の
中
で
あ
ら
ゆ
る
生
命
と
豊
か
な
精
神
文
化
を

は
ぐ
く
ん
で
き
た
。
地
中
に
浸
み
込
ん
だ
雨
水
が
森
を
豊
か
に
し
、
一
筋

の
川
と
な
っ
て
琵
琶
湖
に
注
ぐ
。
湿
気
を
た
っ
ぷ
り
含
ん
だ
水
蒸
気
は
、

雨
雲
を
呼
び
、
再
び
里
山
に
恵
み
の
雨
を
も
た
ら
す
。
こ
こ
で
は
、
自
然

界
の
循
環
と
人
々
の
宇
宙
観
と
が
そ
っ
く
り
重
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

北
山
水
路
は
、
比
叡
山
麓
の
湧
水
を
水
源
と
す
る
大
倉
川
の
上
流
か
ら

分
岐
さ
せ
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
田
か
ら
溢
れ
た
水
が
そ
の
す
ぐ
下
の
田
に
。

そ
し
て
、
す
べ
て
の
田
を
順
番
に
通
過
し
た
水
が
本
流
の
大
倉
川
に
戻
り
、

は
る
か
下
流
の
琵
琶
湖
へ
と
流
れ
込
ん
で
い
る
。

　

比
叡
山
と
琵
琶
湖
を
結
ぶ
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
水
路
網
計
画
。
素
朴
で

合
理
的
な
井
堰
の
シ
ス
テ
ム
と
、
水
を
民
主
的
に
分
配
し
、
通
わ
せ
る
た

め
の
管
理
運
営
シ
ス
テ
ム
。
今
日
の
仰
木
の
里
山
の
風
景
を
支
え
て
い
る

の
は
、
二
千
枚
と
も
言
わ
れ
る
棚
田
に
水
を
運
び
、
行
き
渡
ら
せ
る
、
そ

う
し
た
昔
か
ら
の
豊
か
な
知
恵
で
あ
る
。
そ
し
て
、
井
堰
や
田
は
も
ち
ろ

ん
、
川
も
琵
琶
湖
も
汚
さ
な
い
村
人
の
細
心
の
配
慮
で
あ
り
、
命
の
水
を

守
る
心
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
水
と
暮
ら
し
が
有
機
的
に
結
び
つ
い

た
水
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
今
も
生
き
続
け
て
い
る
の
だ
。

二-

五　

研
究
の
成
果 

（
一
）
本
学
の
地
域
連
携
推
進
室
が
取
り
組
ん
で
い
る
大
津
市
都
市
計
画

課
主
催
「
仰
木
地
区
活
性
化
モ
デ
ル
検
討
会
議
」
に
、
調
査
メ
ン
バ
ー

の
学
生
四
名
が
参
加
。

（
二
）
仰
木
学
区
文
化
祭
に
お
い
て
、
今
回
実
施
し
た
棚
田
水
利
調
査
報

告
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
行
っ
た
。（
主
催
：
仰
木
学
区
文
化
協
会
、

二
〇
一
〇
年
十
一
月
一
～
三
日
、
大
津
市
立
仰
木
太
鼓
会
館
）

（
三
）「
平
成
二
十
三
年
度　

仰
木
人
権
教
育
研
究
会
」
に
お
け
る
講
演
と

活
動
報
告
（
主
催
：
仰
木
人
権
教
育
研
究
会
、
二
〇
一
一
年
六
月
二
九

日
、
成
安
造
形
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

１
．
基
調
講
演
「
里
山
と
棚
田
」（
大
岩
剛
一
）

２
．
平
成
二
十
二
年
度
近
江
学
里
山
研
究
「
里
山
～
水
と
暮
ら
し
」
活

動
報
告
（
大
岩
剛
一
）

３
．
仰
木
棚
田
に
お
け
る
管
理
と
仕
組
（
大
原 

歩
）

（
四
）二
〇
一
〇
年
八
月
十
四
日
付「
京
都
新
聞
」朝
刊
、関
西
広
域
ニ
ュ
ー

ス
欄
に
、「
棚
田
の
水
路　

マ
ッ
プ
に
～
大
津
市
仰
木
／
取
水
や
分
水

～
先
人
の
知
恵
い
っ
ぱ
い
／
成
安
造
形
大
学
生
ら
歩
い
て
調
査
」
の
見

出
し
で
掲
載
さ
れ
る
。
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第
三
章　

仰
木
平
尾
地
区
・
西
村
家
に
お
け
る 

　
　
　
　

住
居
と
聖
域
に
関
す
る
調
査
と
研
究 �

三-
一　

概　

要

　
「
第
二
章　

仰
木
平
尾
地
区
に
お
け
る
棚
田
の
水
循
環
シ
ス
テ
ム
に
関

す
る
調
査
と
研
究
」
で
調
査
し
た
平
尾
地
区
棚
田
エ
リ
ア
の
ひ
と
つ
、
通

称
「
馬
蹄
形
の
棚
田
」
の
持
ち
主
で
あ
る
西
村
貞
子
氏
に
協
力
を
い
た
だ

き
、
氏
の
自
宅
を
調
査
し
た
。
調
査
地
は
比
良
山
系
を
望
む
、
比
較
的
平

坦
な
仰
木
平
尾
地
区
の
中
心
部
に
当
た
り
、
築
一
〇
〇
年
以
上
（
明
治
後

半
）
の
母
屋
と
土
蔵
、
農
具
小
屋
、
増
築
さ
れ
た
離
れ
が
、
広
い
屋
敷
地

に
コ
ン
パ
ク
ト
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
母
屋
の
前
に
は
土
地
の
傾
斜
を
利

用
し
た
築
山
庭
園
が
あ
り
、
東
側
の
前
面
道
路
か
ら
ゆ
る
や
か
な
ス
ロ
ー

プ
を
下
っ
て
母
屋
の
正
面
に
至
る
。
ス
ロ
ー
プ
の
両
側
に
は
自
給
の
た
め

の
菜
園
が
広
が
る
。

　

屋
敷
地
と
民
家
の
実
測
、
及
び
家
主
へ
の
聞
き
取
り
に
基
づ
い
て
図
面

を
作
製
し
、
調
査
時
点
に
お
け
る
屋
敷
地
内
の
水
利
用
と
植
生
、
信
仰
の

そ
れ
ぞ
れ
を
図
面
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
。
こ
の
研
究
は
、
調
査
対
象
で
あ

る
三
つ
の
「
記
憶
の
か
た
ち
」
か
ら
、住
居
に
お
け
る
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
（
宇

宙
像
）
の
輪
郭
を
浮
き
彫
り
に
す
る
試
み
で
あ
る
。

調
査
協
力
（
敬
称
略
）

　

・
西
村
貞
子
（
家
主
）、西
村
義
一
（
里
山
・
棚
田 

守
り
人
の
会
顧
問
）、中
川
峯
一
（
家

主
親
類
）、
堀
井
登
夫
（
前
平
尾
自
治
会
長
） 

西村家の畑から母屋を望む

土　蔵
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母屋正面の玄関と縁台 農具小屋

中央が西村貞子氏

三-

二　

水
利
用

三-

二-

一　

溜
池

　

仰
木
の
集
落
は
比
叡
山
麓
に
抱
か
れ
て
は
い
る
が
、
尾
根
ひ
と
つ
隔

て
た
そ
の
す
ぐ
向
こ
う
は
京
都
の
大
原
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
周
囲
の

山
に
は
奥
行
が
な
く
、
昔
か
ら
暮
ら
し
に
必
要
な
水
の
絶
対
量
が
常
に

少
な
い
地
域
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
渇
水
が
ひ
ど
く
、
水
争
い
が
多
発

し
、
村
単
位
、
家
単
位
で
の
雨
乞
い
は
欠
か
せ
な
い
儀
礼
だ
っ
た
。（
毎

年
五
月
三
日
に
催
さ
れ
る
仰
木
祭
は
別
名
泥
田
祭
と
も
呼
ば
れ
、
雨
乞

い
の
祭
り
で
も
あ
っ
た
）。

　

か
つ
て
は
西
村
家
の
屋
敷
内
に
も
天
水
を
溜
め
て
お
く
三
つ
の
溜
池

が
あ
り
、
中
で
も
道
路
脇
に
あ
っ
た
二
つ
の
大
き
な
溜
池
は
近
所
の
家

と
共
同
で
利
用
し
、
畑
の
水
や
り
や
野
菜
の
泥
落
と
し
に
使
っ
て
い
た

よ
う
だ
。
今
で
は
前
面
の
車
道
の
拡
幅
工
事
で
小
さ
く
な
っ
た
溜
池
が
、

入
口
脇
に
一
つ
残
る
だ
け
で
あ
る
。

　

天
水
は
す
ぐ
に
干
上
が
る
。
昔
は
溜
池
が
枯
れ
る
と
、
二
・
六
キ
ロ

も
離
れ
た
山
の
湧
水
（
現
桜
公
園
）
ま
で
水
を
汲
み
に
行
っ
た
と
い
う
。

そ
の
後
浄
水
場

か
ら
簡
易
水
道

を
引
き
、
砂
で

ろ
過
し
た
水
を

使
用
し
た
時
期

も
あ
る
が
、
や

が
て
上
水
道
が

道路脇の天水のため池（畑の
水やり、野菜の土洗い用）（図
6-B）
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図６：西村家における水利用図
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完
備
し
て
、
生
活
用
水
は
琵
琶
湖
か
ら
供
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

三-
二-
二　

井　

戸

　

西
村
家
に
は
二
つ
の
井
戸
が
あ
る
。
道
路
の
際
、
屋
敷
の
入
口
脇
に

あ
る
井
戸
は
、
敷
地
内
の
溜
池
で
泥
を
落
と
し
た
後
の
野
菜
の
仕
上
げ

洗
い
を
す
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。
母
屋
の
正
面
、
築
山
庭
園
の
中
に
あ

る
井
戸
は
、
つ
い
最
近
ま
で
釣
瓶
で
水
を
く
み
上
げ
て
は
飲
料
水
や
風

呂
の
水
に
使
っ
て
い
た
が
、
今
で
は
庭
木
の
水
や
り
だ
け
に
な
っ
た
。

二
つ
の
井
戸
に
は
そ
れ
ぞ
れ
寄
り
添
う
よ
う
に
祠
に
納
め
ら
れ
た
地
蔵

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
築
山
庭
園
の
井
戸
を
守
る
地
蔵
の
方
だ
け
が
現

在
の
位
置
に
移
さ
れ
て
い
る
。
西
村
家
が
深
刻
な
水
不
足
の
時
代
を
生

き
抜
く
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
二
つ
の
井
戸
の
お
か
げ
だ
と
言
う
。

屋敷入口の外井戸（畑の水やり用）と地蔵
（図6-A）

庭の内井戸（飲み水、風呂、炊事用）（図6-C）

三-

二-

三　

汚
水
と
生
活
排
水

　

母
屋
の
東
の
端
に
あ
る
便
所
は
、
昔
も
今
も
汲
み
取
り
式
で
あ
る
。

以
前
は
、
汲
み
取
っ
た
汚
物
は
す
べ
て
肥
料
と
し
て
敷
地
内
の
畑
に
戻

し
て
い
た
が
、
現
在
は
健
康
上
の
理
由
か
ら
や
め
て
い
る
と
い
う
。
ま

た
、「
農
具
小
屋
」
の
南
西
の
壁
の
外
に
は
二
つ
の
汲
み
取
り
便
所
が

残
っ
て
い
る
が
、
現
在
は
使
っ
て
い
な
い
。

　

土
間
を
改
造
す
る
前
は
、
現
在
浴
室
の
あ
る
位
置
に
五
右
衛
門
風
呂

が
あ
っ
た
。
当
時
、
こ
の
風
呂
は
直
接
前
庭
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
の
で
、
目
の
前
の
井
戸
か
ら
水
を
汲
ん
で
運
ぶ
に
は
便
利
だ
っ

た
と
い
う
。

　

ま
た
、現
在
「
炊
事
場
」
に
な
っ
て
い
る
北
西
の
壁
と
風
呂
場
が
あ
っ

た
南
東
の
壁
の
真
下
に
、
昔
は
「
ス
イ
モ
」
と
呼
ば
れ
る
、
水
を
ほ
か

す
（
捨
て
る
）
穴
が
掘
ら
れ
て
い
た
。
仕
切
壁
の
下
に
は
穴
が
開
け
ら

れ
て
い
て
、
家
の
中
と
家
の
外
と
が
ス
イ
モ
に
よ
っ
て
つ
な
が
っ
て
い

る
。
例
え
ば
炊
事
場
で
出
た
生
活
排
水
が
ス
イ
モ
の
中
で
一
杯
に
な
る

と
、
外
か
ら
汲
み
出
し
て
便
所
に
運
ぶ
の
で
あ
る
。
ほ
か
し
水
は
、
便

所
で
汲
み
取
っ
た
肥
料
を
薄
め
る
の
に
使
っ
た
り
、
外
に
撒
い
た
り
し

て
再
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
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雨水と雑排水の排水溝（川に放流）（図6-F）

雨水と雑排水の排水溝（共同溝に放流）
（図6-E）

三-

三　

植　

生

三-

三-

一　

築
山
庭
園

　

道
路
に
面
し
た
屋
敷
地
の
周
囲
は
庭
木
も
少
な
く
、
遠
目
に
も
開
放

的
だ
が
、
屋
敷
内
に
は
、
仰
木
の
民
家
に
は
珍
し
い
築
山
庭
園
が
あ
る
。

こ
の
庭
園
は
ツ
バ
キ
、
サ
ザ
ン
カ
、
セ
ン
リ
ョ
ウ
と
杉
の
混
じ
る
青
々

と
し
た
常
緑
樹
の
壁
に
よ
っ
て
菜
園
と
隔
て
ら
れ
、
聖
域
と
し
て
の
屋

敷
地
の
中
に
も
う
一
つ
の
聖
域
を
形
成
し
て
い
る
。

　

築
山
庭
園
は
屋
敷
地
の
ほ
ぼ
中
心
に
当
た
り
、
母
屋
の
主
要
な
二
室

（「
ザ
シ
キ
」「
デ
（
デ
イ
＝
出
居
」）
に
対
面
し
て
い
る
。
点
在
す
る

多
様
な
石
の
造
形
物
と
共
に
、
西
村
貞
子
氏
の
ご
主
人
が
生
前
に
構
想

し
、
植
木
職
人
の
力
を
借
り
て
実
現
し
た
も
の
だ
。
今
は
亡
き
当
家
の

主
人
の
、
こ
の
庭
に
寄
せ
た
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

庭の築山
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図７：西村家における植生図
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三-

三-

二　

聖
域
を
つ
く
る
庭
木

　

屋
敷
地
に
は
ヒ
イ
ラ
ギ
と
ナ
ン
テ
ン
の
木
が
目
立
つ
。
築
山
庭
園
内

に
も
セ
ン
リ
ョ
ウ
、
ヒ
イ
ラ
ギ
、
サ
カ
キ
な
ど
の
、
古
来
よ
り
聖
域
と

し
て
の
庭
を
清
浄
に
保
つ
役
割
を
担
っ
て
き
た
庭
木
が
目
に
つ
く
。「
ザ

シ
キ
」
の
上
が
り
口
で
あ
る
縁
側
前
の
手ち
ょ

水う
ず

鉢
の
脇
に
は
、
縁
起
物
の

マ
ン
リ
ョ
ウ
、
セ
ン
リ
ョ
ウ
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　

門
口
に
は
ナ
ン
テ
ン
が
、
母
屋
裏
手
の
屋
敷
地
境
界
部
に
は
、
土
蔵

を
挟
ん
で
カ
シ
、
モ
チ
ノ
キ
、
杉
な
ど
の
高
木
が
北
西
風
を
遮
る
よ
う

に
植
え
ら
れ
、
ナ
ン
テ
ン
、
サ
ザ
ン
カ
、
ツ
ツ
ジ
、
ツ
バ
キ
、
ユ
ズ
な

ど
の
中
低
木
が
間
を
埋
め
る
。
ま
た
母
屋
の
納
戸
の
裏
手
に
当
た
る
裏

出
口
付
近
は
、
昔
か
ら
敷
地
内
を
流
れ
る
雨
水
が
集
ま
る
た
め
、
湿
気

の
た
ま
り
や
す
い
場
所
と
し
て
忌
み
嫌
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ

こ
に
は
一
本
の
大
き
な
ユ
ズ
の
木
が
植
え
ら
れ
、
そ
の
根
元
に
は
悪
気

封
じ
の
石
が
積
ま
れ
て
い
る
。

母屋正面の庭の中心部。左手の石の手前に内井戸がある

悪気封じの石積みと柚子の木（図8-へ）
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三-

四　

信　

仰

三-

四-

一　

石
と
庭
園

　

西
村
家
の
築
山
庭
園
の
比
較
的
平
坦
な
正
面
部
に
は
象
徴
的
な
石
の

配
置
が
目
に
つ
く
。
正
面
に
向
か
っ
て
左
手
前
、
石
で
縁
取
ら
れ
た
井

戸
の
背
後
に
建
て
ら
れ
た
自
然
石
の
壁
と
、
右
手
前
の
地
蔵
の
祠
、
そ

し
て
水
の
守
護
神
で
あ
る
「
白
龍
・
白
姫
弁
財
天
」
の
名
を
刻
ん
だ
中

央
奥
に
あ
る
石
柱
と
が
、
大
き
な
三
角
形
を
構
成
し
て
い
る
。

　

井
戸
の
後
ろ
に
は
、
五
輪
の
塔
を
か
た
ど
っ
た
三
つ
の
石
塔
が
、
や

は
り
小
さ
な
三
角
形
を
構
成
し
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
中
央

一
番
奥
に
当
た
る
「
白
龍
・
白
姫
弁
財
天
」
の
石
柱
は
、
石
を
敷
き
詰

め
た
基
壇
に
よ
っ
て
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
置
か
れ
、
こ
の
一
画
の
中
心

的
存
在
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
毎
月
一
日
と
十
五
日
に
な
る

と
、
庭
の
サ
カ
キ
の
木
を
切
り
、
こ
の
石
の
祭
壇
の
上
に
水
、
塩
、
線

香
、
蝋
燭
と
共
に
供
え
る
。

　

ま
た
築
山
庭
園
の
右
手
、
急
な
斜
面
の
鬱
蒼
と
し
た
庭
木
の
間
に
も
、

二
つ
の
手
造
り
の
石
灯
籠
と
二
つ
の
自
然
石
の
石
塔
が
点
在
し
て
い
る
。

こ
の
石
塔
の
う
ち
の
一
つ
は
、
仙
人
の
住
む
浄
土
の
「
蓬
莱
山
」
を
か

た
ど
っ
て
い
る
と
い
う
。

築山庭園のセンリョウ右手に地蔵、奥に弁財天の石柱
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図８：西村家における信仰分布図
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庭の地蔵（図8-リ）石塔（蓬莱山）（図8-ヲ）

「白姫・白龍」を刻んだ弁財天の石柱（龍は水
の守護神）（図8-チ）

五輪塔をかたどった石塔群（図8-ト）

石燈籠（図8-ワ） 石燈籠（図8-ル）

石　塔（図8-ヌ）
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三-

四-

二　

家
の
神
と
聖
な
る
部
屋

　

西
村
家
の
母
屋
は
北
東
～
南
西
軸
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、「
玄
関
」

と
主
要
な
二
室
は
南
東
の
前
庭
に
面
し
て
い
る
。
室
内
の
平
面
構
成
は
、

南
西
に
ま
と
め
ら
れ
た
、
襖
戸
と
障
子
戸
だ
け
で
仕
切
ら
れ
た
畳
敷
き

の
四
つ
の
部
屋
（「
ザ
シ
キ
」「
デ
」「
イ
マ
」「
ヘ
ヤ
」）
と
、
北
東
に

広
が
る
土
間
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
、い
わ
ゆ
る「
田
の
字
型
プ
ラ
ン
」

を
原
型
と
し
て
い
る
。

　

高
度
成
長
期
以
降
、
生
活
環
境
の
変
化
に
伴
い
全
国
的
に
土
間
の
風

景
が
一
変
す
る
が
、
西
村
家
で
も
土
間
の
一
部
に
徐
々
に
手
が
加
え
ら

れ
、
新
た
に
「
炊
事
場
」「
子
供
室
」「
納
戸
」
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ

る
。「
炊
事
場
」
が
で
き
る
前
の
土
間
に
は
「
オ
ク
ド
サ
ン
」
と
呼
ば

れ
る
煮
炊
き
す
る
た
め
の
大
き
な
竈
が
あ
り
、
火
の
神
を
祭
っ
て
い
た

と
い
う
。今
も
、ガ
ス
コ
ン
ロ
の
上
の
壁
に
は
火
伏
せ
の
札
が
あ
る
。「
炊

事
場
」
の
裏
勝
手
口
脇
に
は
元
三
大
師
の
札
が
張
ら
れ
、
七
福
神
を
納

め
た
神
棚
に
は
サ
カ
キ
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
玄
関
を
入
っ
て

す
ぐ
右
手
の
壁
に
は
泥
棒
除
け
と
比
叡
山
延
暦
寺
の
厄
除
け
の
札
が
張

ら
れ
て
い
る
。

　

玄
関
土
間
の
左
手
に
張
り
出
し
た
縁
を
介
し
て
「
デ
」
に
上
が
る
と
、

長
押
の
上
に
は
、
神
棚
と
祭
に
使
う
提
灯
を
並
べ
た
棚
が
あ
る
。
神
棚

の
中
に
は
、
比
叡
山
と
つ
な
が
り
の
深
い
横
川
元
三
大
師
や
覚
性
律
庵

の
札
を
始
め
、
天
照
大
神
等
の
札
と
小
さ
な
木
彫
の
神
様
が
納
め
ら
れ
、

サ
カ
キ
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
デ
」
の
奥
に
は
「
ザ
シ
キ
」
が
あ
り
、
床
の
間
と
、
天
台
宗
の
阿

寺の僧侶が手を清める手水鉢と、出棺のための縁側（図6-Ｄ）

弥
陀
仏
を
安
置
し
た
仏
壇
と
が
、
玄
関
の
あ
る
土
間
の
方
を
向
い
て
い

る
。
中
で
も
「
ザ
シ
キ
」
は
最
も
神
聖
な
部
屋
で
あ
り
、「
デ
」
と
そ

の
奥
の
「
ザ
シ
キ
」
の
二
室
は
、
家
の
儀
礼
や
接
客
の
た
め
の
特
別
な

部
屋
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
葬
儀
の
際
に
は
「
ザ
シ
キ
」
の
南
東
の

縁
側
が
、
僧
侶
の
出
入
り
と
出
棺
の
た
め
の
通
路
と
な
る
。
縁
側
下
に

置
か
れ
た
石
の
手
水
鉢
は
、
僧
侶
が
「
ザ
シ
キ
」
に
上
が
る
前
に
手
を

清
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
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仏壇の阿弥陀仏（ザシキ）（図8-ニ）

神棚に安置されている札（図8-ハ）

神棚（デ）（図8-ハ）

七福神の神棚（炊事場勝手口）（図8-ホ）

厄除の札（玄関）（図8-イ）泥棒除の札（玄関）（図8-ロ）
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デからザシキを見る

火伏せ（防火）の意をこめて書かれた母屋妻側の「水」の文字
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三-

五　

結　

び

　

今
回
の
調
査
は
、
仰
木
で
も
比
較
的
古
い
住
居
形
態
を
と
ど
め
る
民
家

を
選
び
、
水
利
用
、
植
生
、
信
仰
の
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
い
て

行
っ
た
が
、
そ
の
ど
れ
も
が
水
を
中
心
に
互
い
に
分
か
ち
難
く
結
び
つ
き

な
が
ら
、
住
居
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

西
村
家
の
庭
は
、
い
わ
ゆ
る
名
園
で
は
な
い
、
ご
く
普
通
の
庶
民
の
庭
で

あ
る
。
だ
が
こ
の
庭
の
植
栽
景
観
を
み
る
と
、
そ
の
大
部
分
が
室
町
以
来

の
回
遊
式
庭
園
や
江
戸
期
の
武
家
庭
園
、
茶
庭
と
共
通
の
植
物
的
水
源
で

あ
る
日
本
の
照
葉
樹
林
的
風
土
に
根
ざ
し
た
植
生
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
わ
が
国
の
住
居
配
置
に
は
、
古
来
よ
り
鬼
門
・
裏
鬼
門
に
象
徴
さ

れ
る
「
不
浄
」
な
る
領
域
や
、
門
口
、
玄
関
、
便
所
な
ど
の
位
置
に
対
す

る
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
特
に
ナ
ン
テ
ン
や
ヒ
イ
ラ
ギ
な
ど
の
植
物
は

こ
れ
ら
の
場
所
や
領
域
と
分
か
ち
難
く
結
び
つ
き
、
魔
除
け
の
庭
木
と
し

て
、
屋
敷
地
を
「
清
浄
」
な
状
態
へ
と
変
換
す
る
た
め
の
役
割
を
担
っ
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
古
来
よ
り
、
大
き
な
石
や
特
に
目
立
つ
形
を
し
た
石
は
、
自
然
界

の
神
々
を
呼
び
込
ん
で
そ
の
内
に
宿
す
「
依よ
り

代し
ろ

」
で
あ
っ
た
。
ア
ニ
ミ
ズ

ム
と
仏
教
的
浄
土
思
想
と
が
混
然
一
体
と
な
っ
た
こ
の
築
山
庭
園
に
は
、

庭
木
と
石
を
共
に
依
代
と
す
る
「
楽
園
」
と
し
て
の
死
後
の
世
界
が
象
徴

的
に
表
現
さ
れ
て
い
て
、
さ
な
が
ら
水
を
め
ぐ
る
祈
り
の
楽
園
の
よ
う
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
住
居
と
は
水
や
土
地
の
記
憶
、
家
族
や
死
者
の
記
憶
と

重
層
的
に
つ
な
が
っ
た
、
豊
か
な
表
現
世
界
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
仰

木
の
暮
ら
し
は
、「
中
心
（
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
）」
を
喪
失
し
た
今
日
の
私
た

ち
の
住
文
化
の
「
貧
し
さ
」
と
、
大
地
（
自
然
）
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
私

た
ち
自
身
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

謝　

辞�

二
○
一
○
年
度
近
江
学
研
究
「
里
山
～
水
と
暮
ら
し
」
第
一
期
の
共
同
研
究
者
で

あ
り
、
本
学
近
江
学
研
究
所
研
究
員
で
も
あ
る
永
江
弘
之
氏
と
加
藤
賢
治
氏
に
は
、

本
研
究
に
お
け
る
学
生
へ
の
指
導
、
研
究
活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
研
究
の
記
録
撮

影
等
の
ご
協
力
と
心
強
い
励
ま
し
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
本
稿
内
に
も
記
載
し

た
仰
木
在
住
の
調
査
協
力
者
の
皆
様
に
は
、
調
査
地
に
関
す
る
情
報
提
供
や
学
生

へ
の
対
応
等
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
上
、
調
査
を
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
い
た
。
ま
た
本
稿
に
お
い
て
、谷
本 

研
氏
（
本
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

に
は
ご
無
理
を
お
願
い
し
、
調
査
成
果
で
あ
る
図
版
デ
ー
タ
の
編
集
を
し
て
い
た

だ
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
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宮
座
の
祭
礼　
～
今
堅
田
に
伝
わ
る
祭
礼
「
野
神
祭
り
」
に
見
ら
れ
る
現
状
～

�

加
藤　

賢
治
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は
じ
め
に �

　

大
津
市
今
堅
田
二
丁
目
に
鎮
座
す
る
野
神
神
社
に
「
野
神
祭
り
」
と
呼

ば
れ
る
古
式
祭
礼
が
あ
る
。
こ
の
祭
礼
は
、
南
北
朝
時
代
に
遡
る
あ
る
一

つ
の
伝
承
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
「
奇
祭
」
と
し
て
、
今
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
。
宮
座
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
肥
後
和
男
は
そ
の
著
書
『
近
江

に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』
第
二
章
宮
座
の
種
類
─
第
一
節
「
株
座
」
に
お

い
て
、
野
神
祭
り
を
執
行
す
る
十
二
人
に
よ
る
「
野
神
講
」
を
株
座
の
一

つ
と
し
て
、
紹
介
し
て
い
る
。
た
だ
、
現
在
は
明
治
三
〇
年
に
十
二
人
で

あ
っ
た
と
い
う
講
員
の
人
数
も
減
り
、
祭
礼
の
担
い
手
や
祭
礼
そ
の
も
の

が
変
化
し
て
い
る
。

　

本
論
で
は
野
神
講
の
講
員
に
よ
る
聞
き
取
り
や
先
行
研
究
の
分
析
を
行

い
、
現
在
の
祭
礼
が
ど
の
よ
う
に
受
け
継
が
れ
、
執
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、

そ
の
全
貌
を
論
じ
て
み
た
い
。

　

先
ず
、
こ
こ
で
は
そ
の
伝
承
と
歴
史
的
背
景
を
簡
潔
に
述
べ
て
お
き
た

い
。

　

大
津
市
今
堅
田
は
、
中
世
堅
田
庄
の
宮
ノ
切
、
東
ノ
切
、
西
ノ
切
と
と

も
に
堅
田
四し

方ほ
う

を
構
成
し
て
い
た
四
つ
の
「
切
」
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
の
今
堅
田
に
あ
る
野
神
神
社
に
は
新
田
義
貞
［
註
１
］
が
寵
愛
し
た
勾
当

宮
座
の
祭
礼　
～
今
堅
田
に
伝
わ
る
祭
礼
「
野
神
祭
り
」
に
見
ら
れ
る
現
状
～

�

加
藤　

賢
治

•••••••••••••••••••••••••••••••
Title :

A Festival of Miyaza

Summary : 
This is a report of field research into the origin and history of 
the Nogami Festival (Nogami Matsuri) handed down from past 
generations to the inhabitants of Imakatata in Otsu City, Shiga.
•••••••••••••••••••••••••••••••
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内
侍
［
註
２
］
の
墓
と
さ
れ
る
石
塚
が
あ
り
、
祭
神
と
し
て
い
る
。

　

元
弘
元
年
（
一
三
三
三
）
五
月
、
新
興
御
家
人
で
あ
る
新
田
義
貞
が
鎌

倉
を
陥
れ
、
足
利
尊
氏
が
京
都
六
波
羅
探
題
を
攻
め
て
、
約
百
年
間
地
位

を
築
い
て
き
た
執
権
北
条
氏
に
よ
る
鎌
倉
幕
府
は
滅
亡
し
た
。
天
皇
親
政

の
復
活
を
目
指
し
、
倒
幕
を
狙
っ
て
い
た
後
醍
醐
天
皇
は
そ
の
時
配
流
地

の
隠
岐
を
脱
出
し
、
関
白
鷹
司
冬
教
、
赤
松
則
村
、
楠
木
正
成
ら
と
と
も

に
六
月
、
京
に
入
っ
た
。
そ
し
て
、
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
天
皇
親
政
「
建

武
の
新
政
」
が
始
ま
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
新
政
は
発
足
後
、
所
領
問
題
や
恩
賞
問
題
、
公
家
と
武

家
の
確
執
な
ど
早
く
も
内
部
崩
壊
の
兆
し
が
出
る
。
天
皇
の
皇
子
で
あ
る

大
塔
宮
護
良
親
王
と
鎌
倉
幕
府
の
倒
幕
に
最
も
貢
献
し
た
足
利
尊
氏
と
の

間
に
亀
裂
が
生
じ
、
そ
こ
に
後
醍
醐
天
皇
の
子
で
あ
る
懐
良
親
王
、
恒
良

親
王
、
尊
良
親
王
、
新
興
武
士
の
新
田
義
貞
な
ど
が
戦
渦
に
ま
み
れ
る
こ

と
と
な
る
。

　

建
武
二
年
（
一
三
三
五
）、
執
権
北
条
氏
の
残
党
北
条
時
行
が
尊
氏
の

弟
直
義
が
占
領
す
る
鎌
倉
を
攻
め
た
（
中
先
代
の
乱
）。
尊
氏
は
そ
の
乱

を
き
っ
か
け
に
兵
を
整
え
、
後
醍
醐
天
皇
の
命
を
待
た
ず
に
軍
を
東
に
向

け
反
旗
を
翻
し
た
の
で
あ
る
。
天
皇
は
新
田
義
貞
や
北
畠
顕
家
、
楠
木
正

成
な
ど
の
武
将
に
尊
氏
追
討
を
命
じ
た
。
戦
い
は
二
転
三
転
し
、
尊
氏
は

一
旦
九
州
に
落
ち
延
び
る
が
、
各
地
の
武
将
を
味
方
に
つ
け
再
び
上
京
、

途
中
湊
川
で
楠
木
正
成
を
討
ち
再
び
京
都
に
入
っ
て
持
明
院
統
の
光
明
天

皇
を
即
位
さ
せ
、
後
醍
醐
天
皇
に
抵
抗
し
た
。
こ
こ
に
「
建
武
の
新
政
」

は
崩
壊
し
、
大
覚
寺
統
の
後
醍
醐
天
皇
（
南
朝
）
と
尊
氏
が
擁
立
し
た
光

明
天
皇
（
北
朝
）
が
対
立
す
る
南
北
朝
時
代
に
突
入
し
た
。
そ
し
て
、
延

元
三
年
（
一
三
三
八
）、
後
醍
醐
天
皇
を
支
持
す
る
息
子
の
尊
良
、
恒
良

両
親
王
や
武
将
の
新
田
義
貞
、
北
畠
顕
家
ら
南
朝
側
の
中
心
人
物
ら
が
尊

氏
率
い
る
北
朝
軍
に
次
々
に
破
れ
散
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

今
堅
田
で
の
伝
承
に
よ
る
と
、
新
田
義
貞
が
京
都
で
の
足
利
尊
氏
と
の

戦
い
に
破
れ
、
越
前
へ
落
ち
延
び
る
時
、
勾
当
内
侍
を
家
臣
と
と
も
に
今

堅
田
に
と
ど
め
、
再
会
を
誓
っ
た
。
し
か
し
、
義
貞
は
延
元
三
年

（
一
三
三
八
）
閏
七
月
二
日
越
前
藤
島
郷
に
お
い
て
戦
死
し
た
。
そ
の
訃

報
を
聞
い
た
勾
当
内
侍
は
悲
し
み
の
あ
ま
り
今
堅
田
琴
ヶ
浜
に
身
を
投
じ

非
業
の
死
を
遂
げ
た
と
い
う
［
註
３
］。

　

そ
の
亡
骸
を
手
厚
く
弔
っ
た
と
い
う
村
人
た
ち
の
子
孫
と
伝
え
ら
れ
る

野
神
講
の
講
員
に
よ
っ
て
野
神
神
社
の
祭
礼
「
野
神
祭
り
」
が
行
わ
れ
て

き
た
。

第
一
章　

野
神
講 �

一-

一　

野
神
講
の
歴
史

　

野
神
講
の
講
員
に
伝
わ
る
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
ま
と
め
ら
れ

た
「
勾
当
内
侍
廟　

野
神
神
社
之
略
記
」（
表
１
）
に
よ
る
と
、
延
元
元

年
十
月
、
新
田
義
貞
は
後
醍
醐
天
皇
の
勅
旨
を
受
け
、
越
前
に
向
か
う
際
、

こ
の
今
堅
田
の
地
に
内
侍
を
留
め
た
。
延
元
三
年
（
一
三
三
八
）
七
月
二

日
、
勾
当
内
侍
は
義
貞
が
越
前
藤
島
郷
で
戦
没
し
た
と
聞
か
さ
れ
る
と
、

悲
哀
の
極
み
と
な
っ
て
同
年
九
月
九
日
夜
、
琴
ヶ
浜
で
身
を
投
じ
て
命
を
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断
っ
た
。
村
人
は
そ
の
亡
骸
を
今
堅
田
に
移
し
て
墓
を
つ
く
っ
て
弔
っ
た
。

　

内
侍
の
没
後
一
五
〇
年
に
当
た
る
明
応
六
年
（
一
四
九
七
）
九
月
、
墓

の
上
に
社
を
建
て
、
神
祇
管
領
長
上
で
あ
る
卜
部
兼
倶
に
よ
っ
て
野
神
神

社
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
以
後
二
〇
数
軒
の
氏
神
と
崇
め
ら
れ
、

氏
子
た
ち
は
毎
年
九
月
九
日
夜
（
旧
暦
）
例
祭
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
地
は
近
世
に
は
勾
当
内
侍
の
菩
提
所
で
あ
る
堅
田
泉
福
寺
の
影
響

を
強
く
受
け
る
よ
う
に
な
る
。
内
侍
の
葬
儀
が
行
わ
れ
た
際
、
そ
の
導
師

を
務
め
た
の
が
泉
福
寺
の
明
導
で
、
野
辺
送
り
を
行
っ
た
が
、
そ
の
と
き

に
参
列
し
た
浦
人
二
〇
数
名
が
後
に
泉
福
寺
も
含
め
て
野
神
講
を
つ
く
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
［
註
４
］。
し
か
し
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
の
「
野
神

大
明
神
御
神
事
講
衆
次
第
」
に
よ
る
と
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
に
、
泉

福
寺
は
野
神
講
を
退
講
し
、
絶
え
ず
行
っ
て
き
た
九
月
の
法
要
は
実
施
さ

れ
な
く
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
五
〇
年
に
一
度
の
遠
忌
は
泉
福
寺
で
行
わ
れ
て
き
た
。
江
戸
時

代
後
期
に
あ
た
る
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
な
る
と
泉
福
寺
で
内
侍
没

後
五
〇
〇
年
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
は

五
五
〇
年
祭
と
い
う
例
大
祭
が
行
わ
れ
た
。
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）

に
は
六
〇
〇
年
祭
が
行
わ
れ
、
野
神
神
社
神
域
造
営
期
成
奉
賛
会
を
結
成
。

募
金
活
動
（
事
業
費
一
六
〇
〇
円
）
が
行
わ
れ
境
内
参
道
の
拡
張
、
石
鳥

居
、
社
務
所
が
建
築
さ
れ
た
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）
に
は
、

六
五
〇
年
式
年
祭
を
執
行
。
記
念
事
業
と
し
て
寄
付
を
募
り
（
寄
付
件
数

一
六
七
件
）、
社
務
所
の
改
築
、
境
内
の
植
樹
と
整
備
、
公
道
拡
幅
に
際

し
て
勾
当
内
侍
廟
道
碑
を
社
頭
に
移
す
。（
写
真
１
）

　

講
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）、
同
じ
く
今
堅

田
の
伊
豆
神
田
神
社
に
合
併
し
、
野
神
神
社
は
伊
豆
神
田
神
社
の
境
外
社

と
な
っ
た
こ
と
で
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
か
ら
伊
豆
神
田
神
社
の

氏
子
が
講
の
祭
礼
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
こ
の
年
四
月
か
ら
野
神
神

社
の
「
内
侍
祭
」
並
び
に
諸
事
管
理
に
つ
い
て
は
伊
豆
神
田
神
社
氏
子
総

代
が
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
六
〇
〇
年
続
い
て
き
た
と

伝
え
ら
れ
る
野
神
講
中
は
解
散
と
な
っ
た
。

　

野
神
講
の
講
員
数
に
つ
い
て
は
、
元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
の
『
野
神

講
文
書
』「
今
堅
田
村
御
神
事
衆
覚
」
に
、「
惣
合
廿
九
人
也
」
と
記
さ
れ
、

二
〇
九
名
全
講
員
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。（
写
真
２
）
野
神
講
は
閉

鎖
性
の
強
い
株
座
で
あ
る
と
言
え
、
そ
の
後
徐
々
に
講
員
数
が
減
っ
て
い 写真１　勾当内侍廟道碑
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く
。
先
述
の
「
勾
当
内
侍
廟　

野
神
神
社
之
略
記
」
の
記
録
に
よ
る
と
、

　
　

寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）「
御
神
事
衆　

惣
合
廿
七
人
也
」

　
　

元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）「
御
神
事
講
衆　

人
数
頭
合
廿
六
人
也
」

　
　

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）

�

「
野
神
大
明
神　

御
神
事
衆　

人
数
合
廿
四
人
也
」

　
　

弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）

�

「
野
神
大
明
神　

御
神
事
講
衆　

人
数
二
十
人
」

　
　

明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）「
野
神
講
中　

人
数
十
二
人
」

　
　

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）「
野
神
講
中　

人
数
十
二
人
」

　
　

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）「
野
神
講
中　

人
数
十
一
人
」

　

と
記
さ
れ
、
今
堅
田
村
の
中
で
の
講
員
の
比
率
は
元
禄
三
年

（
一
六
九
〇
）
の
「
今
堅
田
村
検
地
絵
図
」
の
総
戸
数
が
一
〇
七
と
さ
れ

て
お
り
、
元
禄
十
二
年
の
講
員
が
二
十
六
名
で
あ
る
の
で
、
四
分
の
一
弱

が
講
員
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
最
も
多
い
時
に
は
二
九
名
を

数
え
た
講
員
は
十
一
人
ま
で
減
り
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
に
講
中

は
解
散
と
な
り
先
述
の
通
り
伊
豆
神
田
神
社
の
氏
子
が
古
式
例
祭
を
引
き

継
い
で
い
る
。

写真２　『野神講文書』「今堅田村御神事衆覚」
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（
表
１
）「
勾
当
内
侍
廟　

野
神
神
社
之
略
記
」

延
元
元
年

（
一
三
三
六
）

十
月
、
新
田
義
貞
は
後
醍
醐
天
皇
の
勅
旨
を
う
け
、
越
前

に
下
向
の
際
、
今
堅
田
に
妻
で
あ
る
勾
当
内
侍
を
留
め
置

い
た
。
延
元
三
年
（
一
三
三
八
）
七
月
二
日
に
越
前
藤
島

郷
で
義
貞
が
戦
死
し
、
そ
の
訃
報
を
耳
に
し
た
内
侍
は
悲

し
み
の
あ
ま
り
同
年
九
月
九
日
夜
、
身
を
湖
水
に
投
じ
た
。

亡
が
ら
は
村
人
た
ち
に
よ
っ
て
祀
ら
れ
た

明
応
六
年

（
一
四
九
七
）

卜
部
兼
倶
に
よ
っ
て
野
神
神
社
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

享
禄
三
年

（
一
五
三
〇
）

後
奈
良
天
皇
か
ら
懐
旧
の
御
歌
と
祭
祀
料
を
下
賜
さ
れ
る
。

永
禄
十
二
年

（
一
五
六
九
）

兵
火
と
数
回
の
水
災
で
祭
神
の
遺
品
等
散
逸
す
る
。

元
禄
十
一
年

（
一
六
九
八
）

今
堅
田
村
、
三
上
藩
主
遠
藤
胤
親
の
藩
領
地
と
な
る
。

享
保
十
五
年

（
一
七
三
〇
）

勾
当
内
侍
廟
道
碑
講
員
二
五
人
で
建
立
。

宝
暦
十
一
年

（
一
七
五
九
）

今
堅
田
村
領
主
三
上
藩
遠
藤
備
前
守
領
知
分　

野
神
大
明

神
持
高
一
石
七
斗
八
升
七
合

安
永
四
年

（
一
七
七
五
）

華
光
院
前
勾
当
内
侍
菩
提
所
「
泉
福
寺
」
断
り
に
依
り
神

事
衆
を
除
く
。

天
保
年
間

（
一
八
三
〇

　

�

〜
八
四
三
）

泉
福
寺
の
住
職
明
覚
が
野
神
神
社
の
神
紋
を
勾
当
内
侍
の

実
家
で
あ
る
持
明
院
の
家
紋
に
定
め
る
。

天
保
七
年

（
一
八
三
六
）

華
光
院
前
勾
当
内
侍
の
五
〇
〇
年
祭
を
同
村
泉
福
寺
に
於

い
て
執
行
、
日
野
大
納
言
資
愛
卿
と
三
上
藩
主
遠
藤
胤
緒

但
馬
守
よ
り
祭
祀
料
を
寄
進
さ
れ
る
。
正
四
位
下
国
学
者

上
賀
茂
神
社
祠
官
、
加
茂
季
鷹
の
碑
文
を
撰
し
て
、
石
碑

を
境
内
に
建
つ
。

明
治
六
年

（
一
八
七
三
）

太
陽
暦
（
新
暦
）
に
改
暦
さ
れ
、
例
大
祭
を
十
月
八
、九

日
に
行
う
こ
と
に
改
め
る
。

明
治
十
六
年

（
一
八
八
三
）

華
光
院
前
勾
当
内
侍
の
五
五
〇
年
祭
を
同
村
泉
福
寺
に
て

執
行
、
近
村
よ
り
老
若
群
集
し
、
今
堅
田
村
、
開
創
以
来

の
法
要
が
行
わ
れ
る
。

明
治
二
九
年

（
一
八
九
六
）

大
風
水
害
に
遭
う
。
内
侍
廟
、
墓
所
が
流
失
し
甚
大
な
被

害
を
被
る
。

明
治
三
五
年

（
一
九
〇
二
）

勾
当
内
侍
廟
、
改
修
資
金
募
集
と
廟
の
改
修
を
行
う
。

昭
和
十
三
年

（
一
九
三
八
）

華
光
院
前
勾
当
内
侍
の
六
〇
〇
年
祭
を
執
行
、
記
念
事
業

と
し
て
野
神
神
社
神
域
造
営
期
成
奉
賛
会
を
結
成
し
、
奉

賛
会
本
部
を
堅
田
町
役
場
に
置
き
、
会
長
の
堅
田
町
長
佐

久
間
徹
氏
の
も
と
に
募
金
活
動
（
事
業
費
一
六
〇
〇
円
）

と
、
境
内
参
道
の
拡
張
、
石
鳥
居
、
社
務
所
を
建
築
す
る
。

昭
和
二
〇
年

（
一
九
四
五
）

伊
豆
神
田
神
社
と
合
併
し
、
野
神
神
社
は
伊
豆
神
田
神
社

の
飛
び
地
境
外
社
と
な
る
。
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昭
和
五
四
年

（
一
九
七
九
）

「
内
侍
祭
り
」
の
行
事
次
第
を
変
革
し
、
二
日
間
の
日
時

を
短
縮
し
て
、
祭
礼
を
一
日
間
と
す
る
に
改
め
る
。

平
成
十
二
年

（
二
〇
〇
〇
）

こ
の
年
、
華
光
院
前
勾
当
内
侍
の
没
後
六
六
三
年
に
あ
た

る
が
繰
り
下
げ
て
六
五
〇
年
式
年
祭
を
執
行
。
記
念
事
業

と
し
て
寄
付
を
募
り
（
寄
付
件
数
一
六
七
件
）、
社
務
所

の
改
築
、
境
内
の
植
樹
と
整
備
を
す
る
。
公
道
拡
幅
に
際

し
て
勾
当
内
侍
廟
道
碑
を
社
頭
に
移
す
。

平
成
十
八
年

（
二
〇
〇
六
）

伊
豆
神
田
神
社
と
統
合
し
、
飛
び
地
境
外
社
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
伊
豆
神
田
神
社
の
氏
子
が
奉
祀
を
引
き
継

ぐ
こ
と
と
な
る
。
こ
の
年
四
月
か
ら
野
神
神
社
の
「
内
侍

祭
」
並
び
に
諸
事
管
理
に
つ
い
て
は
伊
豆
神
田
神
社
氏
子

総
代
が
当
た
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
依
り
野
神
講
中

は
解
散
と
な
っ
た
。

一-

二　

野
神
講
に
よ
る
祭
礼
「
野
神
祭
り
」

　

か
つ
て
存
在
し
た
野
神
講
の
祭
礼
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た「
野
神
祭
り
」

に
つ
い
て
は
、
肥
後
和
男
［
註
５
］、
井
上
頼
寿
［
註
６
］、
小
栗
栖
健
治
［
註
７
］

に
よ
る
研
究
報
告
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

特
に
小
栗
栖
氏
に
よ
る
昭
和
五
三
年
の
調
査
［
註
８
］
は
非
常
に
詳
し
く

当
時
の
様
子
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
紹
介
し
、
現
在
の
も
の
と
比

較
し
て
み
た
い
。

①
祭
り
の
特
徴

　

野
神
講
中
に
お
け
る
祭
礼
は
例
年
九
月
十
八
日
と
十
月
八
日
、
九
日
に

行
わ
れ
、
俗
称
「
き
ち
が
い
祭
り
」
と
呼
ば
れ
た
奇
祭
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
名
付
け
ら
れ
た
所
以
は
、「
お
渡
り
」
と
い
う
行
事
に
お
い
て
祭
礼

の
中
心
で
あ
る
当
屋
が
新
当
屋
（
受
当
屋
と
呼
ぶ
）
に
め
が
け
て
神
饌
が

盛
ら
れ
た
膳
を
投
げ
つ
け
る
、
ま
た
、
そ
の
夜
に
行
わ
れ
る
松
明
行
列
の

際
、
行
列
に
参
加
す
る
講
員
が
「
城
門
じ
ゃ
、
火
事
じ
ゃ
、
火
事
じ
ゃ
」

と
大
声
で
叫
び
、
行
列
が
家
の
前
を
通
過
す
る
と
き
に
表
戸
が
閉
じ
て
あ

る
と
戸
を
叩
い
て
開
け
さ
せ
る
な
ど
の
行
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

野
神
祭
り
は
野
神
講
や
勾
当
内
侍
の
菩
提
寺
で
あ
る
泉
福
寺
に
伝
わ
る

史
料
か
ら
「
野
神
大
明
神
御
神
事
」、「
内
侍
神
事
」、「
九
月
遠
忌
」
と
い

う
か
た
ち
で
三
つ
の
性
格
を
持
つ
。
す
な
わ
ち
、
今
堅
田
の
野
神
と
い
う

「
田
の
神
」
へ
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
と
い
う
こ
と
、
非
業
の
死
を
遂
げ

た
勾
当
内
侍
の
霊
を
鎮
め
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
内
侍
の
菩
提
寺
で
あ

る
泉
福
寺
が
追
善
供
養
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

②
祭
り
の
次
第

（
ア
）
内
侍
塚
の
泥
塗
り

　

九
月
十
八
日
午
前
十
時
三
十
分
、
当
屋
と
受
当
屋
が
野
神
神
社
に
参

拝
し
、
野
神
神
社
の
御
旅
所
で
あ
る
「
琴
ヶ
浜
」［
註
９
］
に
て
水
と
泥
を

採
取
。
そ
の
後
、
野
神
神
社
に
戻
り
、
勾
当
内
侍
の
塚
の
九
つ
の
石
を

清
め
た
後
、
取
り
除
き
、
円
丘
状
に
採
取
し
た
泥
を
塗
る
。
こ
の
日
は

泥
塗
り
の
み
行
い
、
十
月
八
日
の
本
祭
り
ま
で
放
置
さ
れ
る
。

（
イ
）
当
屋
の
準
備

　

十
月
八
日
の
午
前
八
時
三
十
分
こ
ろ
講
員
が
当
屋
に
集
ま
り
、
し
め

縄
、
神
饌
の
準
備
を
行
う
。
し
め
縄
は
、
大
鳥
居
や
中
鳥
居
、
社
殿
の
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周
辺
の
瑞
垣
、
勾
当
内
侍
の
塚
の
石
冊
、
内
侍
の
石
碑
、
手
桶
、
小
唐

櫃
、
大
唐
櫃
に
使
用
す
る
。
神
饌
は
、
二
組
つ
く
り
、
一
組
は
神
酒
・

洗
米
、
塩
・
水
、
大
根
・
人
参
、
す
る
め
、
梨
五
個
、
昆
布
、
菓
子
、

鯉
一
匹
、
鏡
餅
一
重
で
、
三
方
と
と
も
に
大
唐
櫃
に
納
め
る
。
も
う
一

組
は
、
よ
く
煮
た
大
豆
と
海
老
を
取
り
合
わ
せ
た
膳
を
四
膳
、
小
さ
な

鯉
二
匹
を
一
組
に
し
て
箸
一
本
を
つ
け
、
紅
白
の
水
引
で
縛
っ
た
に
ら

み
鯉
を
二
膳
、
御
幣
の
つ
い
た
榊
を
六
膳
用
意
し
、「
当
渡
し
」
の
行

列
で
六
人
の
膳
持
ち
が
分
担
し
て
持
つ
。
ま
た
、
三
メ
ー
ト
ル
程
の
青

竹
二
本
を
く
く
り
合
わ
せ
、
そ
の
上
に
御
幣
を
つ
け
た
「
竹
の
御
幣
」

を
つ
く
る
。
そ
し
て
、
当
屋
と
受
当
屋
が
小
唐
櫃
、
大
唐
櫃
の
封
印
を

行
う
。

（
ウ
）
野
神
神
社
参
拝

　

十
月
八
日
午
前
十
一
時
ご
ろ
、
当
屋
に
講
員
や
親
類
が
野
神
神
社
参

拝
の
準
備
を
行
い
、
神
饌
を
入
れ
た
大
唐
櫃
を
先
頭
に
神
職
、
当
屋
、

他
の
講
員
十
二
名
の
行
列
が
、
太
鼓
の
音
に
送
ら
れ
野
神
神
社
へ
向
か

う
。
神
社
で
神
事
が
行
わ
れ
る
。
大
唐
櫃
に
入
れ
ら
れ
た
神
饌
が
三
方

に
盛
り
供
え
ら
れ
、
講
員
の
手
送
り
に
よ
っ
て
神
前
に
献
じ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、
神
事
が
行
わ
れ
る
。
神
前
で
は
新
旧
の
当
屋
が
拝
礼
し
、
続

い
て
神
職
の
お
祓
い
・
祝
詞
奏
上
、
当
屋
・
講
員
が
玉
串
を
献
上
し
神

事
は
終
了
。
神
饌
は
大
唐
櫃
に
納
め
ら
れ
る
。
そ
の
後
再
び
当
屋
の
も

と
へ
戻
り
、
全
員
が
そ
ろ
う
と
直
会
を
告
げ
る
太
鼓
が
鳴
り
、
酒
宴
が

は
じ
ま
る
。
酒
宴
の
途
中
に
当
屋
は
床
の
間
の
「
野
神
大
神
」
の
軸
を

巻
き
納
め
、
当
屋
が
受
当
屋
に
軸
を
渡
す
。
受
当
屋
は
自
分
の
家
に
帰

宅
し
、
掛
け
軸
を
掛
け
る
。
受
当
屋
の
準
備
が
で
き
た
の
で
そ
れ
を
告

げ
る
使
者
が
当
屋
宅
へ
向
か
う
。

（
エ
）
お
渡
り

　

十
月
八
日
午
後
一
時
、
受
当
屋
か
ら
使
者
が
当
屋
に
到
着
す
る
。
急

遽
直
会
が
中
止
と
な
り
、
受
当
屋
へ
の
「
お
渡
り
」
の
行
列
が
出
発
。

先
頭
は
当
屋
で
榊
の
葉
を
口
に
含
み
、
勾
当
内
侍
の
遺
品
が
納
め
ら
れ

て
い
る
小
唐
櫃
を
持
つ
。
続
い
て
神
職
、
竹
の
御
幣
、
神
饌
を
納
め
た

大
唐
櫃
、
大
太
鼓
、
六
人
の
膳
持
ち
と
い
う
順
番
で
受
当
屋
を
目
指
す
。

行
列
は
受
当
屋
の
手
前
で
一
旦
止
ま
り
、
小
唐
櫃
を
持
っ
た
当
屋
と
六

人
の
膳
持
ち
の
み
が
残
り
、
そ
れ
以
外
は
受
当
屋
の
家
の
中
に
入
る
。

受
当
屋
は
小
唐
櫃
を
迎
え
に
い
き
、
そ
れ
を
受
け
取
る
と
一
目
散
に
走

り
帰
る
。
六
人
の
膳
持
ち
た
ち
は
、
そ
れ
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
受
当

屋
を
め
ざ
し
、
行
列
を
出
迎
え
る
受
当
屋
の
家
族
や
関
係
者
に
向
け
て

膳
を
投
げ
つ
け
る
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
下
に
落
ち
た
鯉
や
海
老
、

豆
な
ど
は
出
迎
え
た
人
た
ち
が
拾
い
「
お
渡
り
」
の
行
事
は
終
了
す
る
。

　

受
当
屋
の
家
の
中
で
は
「
と
う
渡
し
（
受
け
）
の
盃
」
が
行
わ
れ
る
。

受
当
屋
の
座
敷
の
床
の
間
に
は
、
当
屋
か
ら
移
さ
れ
た
「
野
神
大
神
」

の
軸
が
掛
け
ら
れ
、
神
酒
・
洗
米
・
水
と
夜
の
松
明
行
列
の
時
に
用
い

る
神
饌
（
広
蓋
）
が
供
え
ら
れ
る
。
広
蓋
に
は
神
饌
で
あ
る
小
餅
十
二

個
・
柿
十
二
個
・
栗
十
二
個
・
枝
豆
十
二
本
が
入
っ
て
い
る
。
講
員
は

当
屋
を
中
心
に
座
り
、
当
屋
が
「
お
渡
り
」
の
無
事
を
感
謝
す
る
挨
拶

を
行
い
、
受
当
屋
は
三
方
に
洗
米
・
神
酒
・
杯
を
載
せ
当
屋
に
杯
を
す

す
め
る
。
受
当
屋
は
一
旦
席
に
戻
り
、
当
屋
を
受
け
る
挨
拶
を
し
、
元
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の
当
屋
か
ら
「
と
う
渡
し
（
受
け
）
の
盃
」
を
受
け
る
。
そ
し
て
講
員

が
順
に
盃
を
受
け
て
神
事
は
終
了
す
る
。

（
オ
）
松
明
行
列

　

十
月
八
日
午
後
八
時
三
〇
分
ご
ろ
当
屋
の
床
の
間
の
灯
明
か
ら
松
明

へ
火
が
移
さ
れ
、
旧
当
屋
か
ら
移
さ
れ
た
長
い
竹
の
御
幣
を
持
つ
新
当

屋
、
神
職
、
松
明
や
神
饌
を
持
っ
た
講
員
、
火
消
し
の
桶
を
持
っ
た
少

年
二
人
の
行
列
が
当
屋
の
家
を
出
発
す
る
。
行
列
は
「
城
門
じ
ゃ
、
火

事
じ
ゃ
、
火
事
じ
ゃ
」
と
大
き
な
声
を
張
り
上
げ
、
御
旅
所
の
「
琴
ヶ

浜
」
へ
向
か
う
。「
琴
ヶ
浜
」
に
到
着
す
る
と
、
手
桶
一
杯
の
湖
水
を

汲
み
取
り
行
列
は
勾
当
内
侍
塚
へ
向
か
う
。
野
神
神
社
に
到
着
す
る
と
、

先
頭
の
新
当
屋
は
参
道
右
横
の
田
圃
に
入
り
竹
の
御
幣
を
突
き
刺
す
。

こ
の
竹
が
深
く
刺
さ
る
ほ
ど
次
年
度
が
豊
作
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
ま
た
、

琵
琶
湖
の
水
位
を
占
う
と
い
う
意
味
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
社
殿
の
内
侍
の
塚
へ
移
動
し
塚
の
九
つ
の
石
を
元
に
な
お

し
、
湖
水
で
清
め
、
神
職
が
祝
詞
を
奏
上
、
次
に
伊
豆
神
田
神
社
に
向

か
い
同
じ
く
祝
詞
奏
上
。
両
社
の
参
拝
を
終
え
た
松
明
行
列
は
「
城
門

じ
ゃ
、
火
事
じ
ゃ
、
火
事
じ
ゃ
」
と
い
う
叫
び
声
を
あ
げ
る
な
が
ら
村

内
を
一
巡
し
、
当
屋
に
帰
着
し
て
松
明
行
列
は
終
了
す
る
。

（
カ
）
灰
葬
ま
い
り

　

十
月
九
日
午
前
十
時
ご
ろ
新
旧
当
屋
が
紋
付
羽
織
袴
姿
で
野
神
神
社

の
締
め
く
く
り
の
参
拝
を
行
う
。

第
二
章　

現
在
の
野
神
祭
り �

二-

一　

伊
豆
神
田
神
社
の
氏
子
と
祭
礼

　

既
述
の
と
お
り
平
成
十
八
年
か
ら
「
野
神
祭
り
」
は
野
神
講
の
講
員
か

ら
伊
豆
神
田
神
社
の
祭
礼
と
し
て
氏
子
の
代
表
が
代
わ
っ
て
執
行
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
野
神
講
の
講
員
の
み
で
は
講
員
数

の
減
少
や
高
齢
化
で
祭
礼
の
運
営
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
と
い
う
事
と
、

伊
豆
神
田
神
社
の
氏
子
が
、
こ
の
地
域
に
伝
わ
る
新
田
義
貞
の
妻
勾
当
内

侍
の
伝
承
や
「
当
渡
し
」
や
「
松
明
行
列
」
に
見
ら
れ
る
珍
し
い
習
俗
等

を
後
世
に
残
そ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

既
に
、
野
神
神
社
は
昭
和
二
〇
年
に
伊
豆
神
田
神
社
と
合
併
し
て
お
り
、

飛
び
地
境
外
社
と
な
っ
て
い
た
事
実
も
あ
り
、
伊
豆
神
田
神
社
の
氏
子
が

野
神
神
社
の
祭
礼
を
継
承
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

伊
豆
神
田
神
社
の
由
緒
に
よ
る
と
、
当
神
社
は
貞
観
二
年
（
八
六
〇
）

に
伊
岐
宿
禰
是
雄
が
堅
田
浦
の
関
屋
浜
に
神
田
神
社
を
勧
請
し
、
昌
泰
三

年
（
九
〇
〇
）
に
伊
豆
神
社
を
合
祀
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
伊
豆
神

田
神
社
の
氏
子
は
現
在
今
堅
田
一
丁
目
（
旧
出で
け

島じ
ま

）
南
町
・
嶋
町
・
仲
町
・

西
町
を
中
心
と
し
て
一
二
〇
戸
と
な
っ
て
い
る
。
一
年
を
通
じ
て
の
祭
礼

は
一
月
一
日
「
元
旦
祭
」、
一
月
十
五
日
「
還
暦
報
告
祭
」、
二
月
十
七
日

「
祈
年
祭
」、
四
月
二
十
日
「
例
祭
」、
五
月
中
旬
「
五
穀
豊
穣
祭
」、

十
一
月
二
三
日
「
秋
大
祭
」
が
あ
り
、
そ
れ
ら
と
は
別
に
野
神
神
社
の
祭

礼
と
し
て
十
月
の
第
三
日
曜
日
「
野
神
神
社
例
大
祭
（
野
神
祭
り
）」
が

行
わ
れ
、
伊
豆
神
田
神
社
の
祭
礼
に
比
べ
最
も
規
模
が
大
き
な
祭
礼
と
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な
っ
て
い
る
。
祭
礼
の
運
営
は
宮
総
代
八
名
（
任
期
三
年
）
が
中
心
と
な

り
、
神
職
［
註
10
］
一
名
と
相
談
役
、
今
堅
田
理
事
等
が
加
わ
り
、
祭
を
支

え
る
。

二-

二　

伊
豆
神
田
神
社
の
氏
子
に
よ
る
「
野
神
神
社
例
大
祭

�

（
野
神
祭
り
）」

　
「
野
神
神
社
例
大
祭
（
野
神
祭
り
）」
は
、
野
神
講
中
で
行
わ
れ
て
い
た

神
事
の
全
貌
が
詳
細
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
で
き
る

だ
け
今
に
伝
わ
っ
て
い
る
習
俗
を
残
し
な
が
ら
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
二
三
年
九
月
十
一
日
午
前
九
時
半
か
ら
こ
の
年
度
の「
野
神
祭
り
」

の
初
め
て
の
打
ち
合
わ
せ
が
伊
豆
神
田
神
社
の
社
務
所
で
開
か
れ
、
宮
総

代
八
名
の
う
ち
出
席
で
き
る
も
の
が
集
ま
っ
た
。
宮
総
代
の
代
表
者
か
ら

資
料
に
基
づ
い
て
今
年
度
の
祭
礼
の
説
明
が
あ
り
、
あ
る
程
度
詳
し
い
執

行
に
際
す
る
手
順
が
紹
介
さ
れ
た
。
当
日
の
資
料
の
一
部
を
以
下（
表
２
）

に
紹
介
す
る
。

（
表
２
）
─
秋
祭
り
・
野
神
神
社
例
大
祭
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
─

九
月
十
一
日
（
土
）

　

九
時
半

伊
豆
神
田
神
社
に
宮
総
代
全
員
集
合
、
宮
掃
除
の
後
、

事
前
打
ち
合
わ
せ　

九
月
二
五
日
（
日
）

　

九
時

伊
豆
神
田
神
社
に
宮
総
代
全
員
集
合
、
宮
掃
除
の
後
、

塚
の
泥
塗
り

十
月
八
日
（
土
）

　

九
時

伊
豆
神
田
神
社
に
宮
総
代
全
員
集
合
、
宮
掃
除
の
後
、

ポ
ス
タ
ー
掲
示
→
南
町
・
西
町
各
４
ヶ
所　

嶋
・
仲

２
ヶ
所　

買
い
物
手
配
（
詳
細
省
略
）

十
月
十
五
日
（
土
）

　

九
時

野
神
神
社
に
宮
総
代
全
員
集
合
、
準
備
・
掃
除
（
境

内
・
社
務
所
・
公
民
館
）、
し
め
縄
一
式
・
幕
取
り

付
け
・
小
唐
櫃
の
張
替　

公
民
館
・
琴
ヶ
浜
提
灯
吊

り
下
げ
等

十
月
十
六
日
（
日
）

　

八
時

野
神
神
社
に
宮
総
代
全
員
、
祭
礼
執
行
役
員
全
員
集

合
、
裃
着
替
え
→
野
神
神
社
社
務
所
に
て
（
お
渡
り

者
の
み  

評
議
員
・
宮
総
代
相
談
役
は
ス
ー
ツ
に
陣

羽
織
）

　

十
時

式
典　

参
列
者
（
招
待
者
・
運
営
委
員
・
宮
司
）

　

十
時

参
拝
受
付　

志
納
者
・
一
般
者

　

十
一
時

お
渡
り　

野
神
神
社
よ
り
町
内
へ

　

十
二
時

直
会　

公
民
館
に
て
（
招
待
者
・
運
営
委
員
・
宮
司
）

　

十
八
時

夕
食　

招
待
者
・
運
営
委
員
・
宮
司

　

二
〇
時

松
明
行
列　

運
営
委
員
・
宮
司

十
月
十
七
日
（
月
）

　

九
時

野
神
神
社
に
宮
総
代
全
員
集
合
、
献
饌　

志
納
金
整

理
・
礼
状
配
布
・
献
饌
物
配
布

　

平
成
二
三
年
度
に
執
行
さ
れ
た
「
野
神
神
社
例
大
祭
（
野
神
祭
り
）」

の
記
録
を
、
昭
和
五
三
年
に
行
わ
れ
た
野
神
講
中
に
よ
る
祭
礼
と
比
較
す
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る
た
め
前
掲
の
（
ア
）
か
ら
（
カ
）
の
項
目
に
合

わ
せ
て
以
下
に
報
告
す
る
。

（
ア
）
内
侍
塚
の
泥
塗
り

　

九
月
二
五
日
（
日
）
午
前
九
時
に
伊
豆
神
田

神
社
社
務
所
に
宮
総
代
全
員
が
集
合
。
伊
豆
神

田
神
社
の
掃
除
を
済
ま
し
た
後
、
勾
当
内
侍
の

塚
に
塗
る
た
め
の
泥
を
採
取
す
る
た
め
、
宮
総

代
代
表
と
次
期
宮
総
代
代
表
が
野
神
神
社
の
御

旅
所
で
あ
る
「
琴
ヶ
浜
」
に
向
か
う
。
他
の
宮

総
代
は
野
神
神
社
の
清
掃
へ
向
か
う
。
琵
琶
湖

の
最
狭
部
で
あ
る
今
堅
田
琴
ヶ
浜
で
琵
琶
湖
大

橋
を
背
後
に
泥
を
採
取
し
た
後
、
野
神
神
社
に

向
か
う
。
神
社
到
着
後
、
社
殿
の
奥
に
あ
る
内

侍
塚
へ
。
宮
総
代
代
表
が
九
つ
あ
る
人
頭
大
の

石
を
丁
寧
に
塚
か
ら
下
げ
、
採
取
し
た
泥
を
塗

る
。

　

※
野
神
講
中
に
よ
る
祭
礼
と
の
比
較
［
註
11
］

　

講
中
で
行
わ
れ
て
い
た
日
程
よ
り
も
一
週

間
遅
れ
て
の
泥
塗
り
の
神
事
と
な
っ
て
い
る
。

講
中
で
は
当
屋
と
受
当
屋
が
行
っ
て
い
た
役

割
を
伊
豆
神
田
神
社
の
宮
総
代
代
表
と
次
期

代
表
が
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
か
た
ち

は
本
来
の
も
の
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。

①今堅田琴ヶ浜で泥を採取する宮総代代表 ②泥をバケツに入れる宮総代代表とバケツを
持つ次期代表

③野神神社前にて泥を運ぶ宮総代 ④野神神社社殿の奥にある勾当内侍の塚　九
つの石が並ぶ



46宮座の祭礼

（
イ
）
当
屋
の
準
備

　

十
月
十
五
日
（
土
）
午
前

九
時
野
神
神
社
社
務
所
に
宮

総
代
全
員
と
相
談
役
が
集
合
。

先
ず
野
神
神
社
の
境
内
、
社

務
所
、
今
堅
田
公
民
館
、
伊

豆
神
田
神
社
の
境
内
の
清
掃

を
行
う
。そ
の
後
、明
日
に
控

え
る
例
大
祭
の
準
備
を
行
う
。

　

し
め
縄
一
式
の
取
り
付
け

は
大
鳥
居
、
中
鳥
居
、
社
殿

の
瑞
垣
、
内
侍
塚
の
石
冊
、

内
侍
の
石
碑
、
小
唐
櫃
、
大

唐
櫃
な
ど
様
々
な
と
こ
ろ
に

つ
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
社
務

所
入
口
に
は
平
成
五
年
に
野

神
講
中
竹
内
伝
右
エ
門
氏
か

ら
奉
納
さ
れ
た
紋
入
り
の
幕

が
飾
ら
れ
た
。
同
時
に
神
饌

そ
の
他
供
え
物
の
準
備
が
行

わ
れ
る
。
野
神
神
社
で
の
式

典
の
神
饌
は
、
神
酒
五
合
、

鏡
餅
一
式
（
二
重
）、
乾
物

一
式
（
昆
布
・
ス
ル
メ
）、果
物
（
リ
ン
ゴ
）
二
三
個
（
参
列
者
分
含
む
）、

饅
頭
二
三
個
（
参
列
者
分
含
む
）、
野
菜
（
大
根
・
人
参
）、
鯉
（
現
在

は
ケ
ン
サ
キ
ス
ル
メ
を
代
用
）、
榊
十
組
（
玉
串
分
一
組
含
む
）、
洗
米

（
適
量
）、
塩
（
適
量
）。
今
堅
田
公
民
館
床
の
間
の
祭
壇
用
に
、
灯
明

一
式
、
神
酒
・
洗
米
・
塩
（
大
唐
櫃
に
積
み
込
み
式
典
か
ら
移
動
さ
せ

る
）、
榊
、「
野
神
大
神
」
掛
軸
を
準
備
す
る
。
当
渡
し
の
お
膳
と
し
て
、

弊
が
つ
い
た
榊
（
一
本
）
二
膳
、
ケ
ン
サ
キ
ス
ル
メ
（
三
枚
）
二
膳
、

蛯
豆
三
膳
、
参
列
者
に
配
布
用
蛯
豆
五
膳
を
準
備
。
松
明
行
列
用
の
塚

前
の
神
饌
と
し
て
、
塚
前
用
の
榊
一
対
、
柿
三
〇
個
、
栗
三
〇
個
、
枝

豆
三
〇
個
、
餅
三
〇
個
、
白
蒸
し
一
盛
り
を
、
灰
葬
参
り
用
の
塚
前
神

饌
と
し
て
、
柿
八
個
、
栗
八
個
、
枝
豆
八
個
、
餅
八
個
が
用
意
さ
れ
た
。

ま
た
、
一
般
参
拝
者
用
に
ス
ル
メ
お
つ
ま
み
二
袋
、
神
酒
適
量
を
準
備
。

三
メ
ー
ト
ル
程
の
青
竹
二
本
を
く
く
り
合
わ
せ
、
そ
の
上
に
御
幣
を
つ

け
た
「
竹
の
御
幣
」
を
つ
く
る
。
そ
し
て
、
宮
総
代
代
表
と
次
期
代
表

が
小
唐
櫃
、
大
唐
櫃
の
確
認
を
行
っ
て
例
大
祭
の
準
備
は
終
了
し
た
。

※
野
神
講
中
に
よ
る
祭
礼
と
の
比
較

　

祭
礼
の
運
営
が
伊
豆
神
田
神
社
の
宮
総
代
に
移
っ
て
か
ら
当
屋
は

置
か
れ
な
い
た
め
、
当
屋
で
行
わ
れ
て
い
た
祭
礼
は
省
略
さ
れ
て
い

る
。
よ
っ
て
、
準
備
は
例
大
祭
当
日
の
前
日
に
行
わ
れ
、
準
備
の
場

所
は
野
神
神
社
の
社
務
所
と
な
っ
て
い
る
。
神
饌
の
種
類
は
鯉
が
ケ

ン
サ
キ
ス
ル
メ
に
変
わ
る
な
ど
、
多
少
変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当

渡
し
で
使
わ
れ
る
蛯
豆
は
小
さ
い
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
あ
り
、
地

面
に
落
ち
て
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

⑤宮総代代表が丁寧に石を塚から降ろす ⑥泥塗りを終えた内侍塚
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（
ウ
）
野
神
神
社
参
拝

　

十
月
十
六
日
（
日
）
午
前
八
時
運
営
委
員
全
員
が
野
神
神
社
社
務
所

に
集
合
。
宮
総
代
は
裃
に
着
替
え
、
評
議
委
員
と
相
談
役
は
ス
ー
ツ
の

上
に
白
の
陣
羽
織
を
着
用
す
る
。
簡
単
な
準
備
を
し
、
一
般
参
拝
者
の

受
付
を
す
る
。
一
般
参
拝
者
に
は
蛯
豆
煮
と
神
酒
一
杯
、
つ
ま
み
を
渡

す
。
午
前
十
時
に
式
典
が
開
始
さ
れ
る
。
参
列
者
は
運
営
員
全
員
十
八

名
、
宮
司
一
名
、
招
待
者
四
名
（
大
津
市
市
会
議
員
一
名
、
大
津
市
農

業
委
員
一
名
、
今
堅
田
農
業
組
合
長
、
今
堅
田
土
地
改
良
区
理
事
長
）。

参
列
者
全
員
の
記
念
撮
影
の
後
、
社
殿
前
に
て
式
典
が
行
わ
れ
た
。

　

式
典
の
進
行
は
宮
総
代
代
表
が
行
い
、
参
進
→
修
祓
→
宮
司
一
拝
→

献
餞
（
社
務
所
に
準
備
さ
れ
た
三
方
に
載
せ
た
神
饌
を
宮
総
代
全
員
で

社
殿
に
手
渡
し
で
運
ぶ
）
→
祝
詞
奏
上
→
玉
串
拝
礼
（
伊
豆
神
田
神
社

宮
総
代
代
表
・
今
堅
田
自
治
会
長
・
大
津
市
市
議
会
議
員
・
大
津
市
農

業
委
員
・
今
堅
田
理
事
二
名
・
今
堅
田
農
業
組
合
長
・
今
堅
田
土
地
改

良
区
理
事
長
の
順
で
玉
串
が
奉
納
さ
れ
る
）
→
撤
餞
→
宮
司
一
拝
と
進

み
最
後
に
宮
総
代
代
表
が
終
了
を
告
げ
る
。
そ
の
後
、
堅
田
和
太
鼓
ク

ラ
ブ
に
よ
っ
て
野
神
太
鼓
が
奉
納
さ
れ
た
。

※
野
神
講
中
に
よ
る
祭
礼
と
の
比
較

　

当
屋
を
置
か
な
い
た
め
、
野
神
神
社
に
直
接
関
係
者
が
集
合
し
、

社
殿
前
で
例
大
祭
の
式
典
が
行
わ
れ
る
。
式
典
後
は
当
屋
が
設
定
さ

れ
て
い
た
講
中
で
の
祭
礼
で
は
、
一
旦
当
屋
の
家
に
戻
っ
て
直
会
と

し
て
宴
が
行
わ
れ
る
が
、現
在
で
は
そ
の
宴
は
省
略
さ
れ
、「
お
渡
り
」

と
称
し
た
行
列
が
出
発
す
る
。

①提灯やしめ縄が飾られている大例祭当日の
野神神社

②野神神社の社務所入口の紋入り幕
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③野神神社社殿 ④三方に盛られた式典用の神饌

⑤式典前の記念撮影 ⑥宮司による修祓（しゅばつ）

⑦社務所から手渡しで献餞の準備をする宮総
代一同

⑧献餞の後、祝詞を奏上する宮司
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⑨玉串拝礼 ⑩堅田和太鼓クラブの奉納太鼓

（
エ
）
お
渡
り

　

十
一
時
二
七
分
（
予
定
で
は
午
前
十
一
時
）「
お
渡
り
」
の
行
列
が

野
神
神
社
を
出
発
し
た
。

　

先
頭
は
勾
当
内
侍
の
遺
品
を
納
め
た
小
唐
櫃
［
註
12
］
を
捧
げ
、
不
浄

な
息
が
こ
の
小
唐
櫃
に
当
た
ら
な
い
よ
う
口
に
榊
の
葉
を
加
え
た
宮
総

代
代
表
で
あ
る
。
続
い
て
神
職
（
宮
司
）、「
竹
に
弊
」
を
持
つ
今
堅
田

理
事
、「
野
神
大
神
」
掛
軸
を
持
つ
宮
総
代
、
太
鼓
を
持
つ
今
堅
田
評

議
員
二
名
、
神
饌
が
入
っ
た
大
唐
櫃
を
持
つ
今
堅
田
評
議
員
二
名
、
膳

（
榊
に
弊
）
を
持
つ
宮
総
代
二
名
、
膳
（
鯉
→
現
在
は
ケ
ン
サ
キ
ス
ル

メ
を
代
用
）
を
持
つ
今
堅
田
理
事
二
名
、
膳
（
蛯
豆
）
を
持
つ
宮
総
代

三
名
、
と
続
き
行
列
の
最
後
は
招
待
者
で
あ
る
大
津
市
市
会
議
員
一
名

が
務
め
た
。

　

行
列
は
野
神
神
社
を
出
て
、
十
一
時
三
〇
分
、
今
堅
田
公
民
館
の
前

を
通
り
、
伊
豆
神
田
神
社
の
東
側
を
通
過
、
今
堅
田
一
丁
目
を
中
心
に

町
内
を
巡
回
す
る
。
巡
回
の
最
後
に
近
い
御
旅
所
「
琴
ヶ
浜
」
に
立
ち

寄
っ
た
の
が
十
一
時
四
四
分
、
最
終
目
的
地
の
今
堅
田
公
民
館
に
は

十
一
時
四
八
分
に
到
着
し
た
。
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行
列
が
到
着
す
る
と
、
あ
ら
か
じ
め
公
民
館
に
待
機
し
て
い
た
次
期

宮
総
代
代
表
が
、
宮
総
代
代
表
か
ら
小
唐
櫃
を
受
け
取
る
行
事
が
行
わ

れ
る
。
当
然
次
期
宮
総
代
代
表
も
榊
を
口
に
く
わ
え
て
い
る
。
小
唐
櫃

は
勾
当
内
侍
の
遺
品
が
納
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
が
、
こ
の
祭
礼
に
お

い
て
最
も
神
聖
な
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

次
期
宮
総
代
代
表
が
小
唐
櫃
を
公
民
館
二
階
の
床
の
間
に
安
置
、
神

酒
・
洗
米
・
水
が
供
え
ら
れ
、「
野
神
大
神
」
の
掛
軸
と
「
竹
の
弊
」

を
掲
げ
ら
れ
る
と
、
公
民
館
の
前
で
は
神
饌
が
盛
ら
れ
た
膳
を
投
げ
つ

け
る
行
事
が
行
わ
れ
る
。

　

こ
の
行
事
は
野
神
祭
り
が
、
か
つ
て
「
き
ち
が
い
祭
り
」
と
呼
ば
れ

た
所
以
と
な
る
奇
行
が
行
わ
れ
る
。
行
列
の
後
半
を
歩
い
て
い
た
膳
持

ち
が
、公
民
館
で
待
機
し
て
い
た
膳
受
け
人（
今
堅
田
評
議
委
員
二
名
）

に
、
神
饌
が
盛
ら
れ
た
膳
と
と
も
に
投
げ
つ
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ケ
ン
サ
キ
ス
ル
メ
や
蛯
豆
が
順
番
に
膳
ご
と
投
げ
つ
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
後
、
運
営
委
員
全
員
が
公
民
館
の
二
階
に
上
が
り
、
小
唐
櫃
が

安
置
し
て
あ
る
床
の
間
に
全
員
が
参
拝
し
、
着
座
。
宮
総
代
代
表
が
口

上
を
述
べ
、
お
膳
請
け
人
（
膳
投
げ
で
膳
を
受
け
た
今
堅
田
評
議
員
二

名
）
が
神
酒
を
座
人
に
酌
を
す
る
。
そ
の
後
、
次
期
宮
総
代
代
表
が
代

表
に
な
る
決
意
表
明
を
し
て
神
事
が
終
了
し
た
。

　

そ
の
後
、
裃
か
ら
平
服
に
着
替
え
て
直
会
が
行
わ
れ
、
和
や
か
に
会

食
が
行
わ
れ
た
。

※
野
神
講
中
に
よ
る
祭
礼
と
の
比
較

　

野
神
講
中
に
よ
る
「
お
渡
り
」
は
、
当
屋
の
家
か
ら
受
当
屋
の
家

図１
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へ
行
列
を
組
み
、
こ
の
祭
礼
で
最
も
神
聖
で
あ

る
勾
当
内
侍
の
遺
品
が
入
っ
た
小
唐
櫃
を
渡
す

と
い
う
神
事
で
あ
る
。

現
在
は
当
屋
と
受
当
屋
を
設
定
せ
ず
、
直
会
を

含
む
神
事
は
す
べ
て
今
堅
田
公
民
館
で
行
わ
れ

て
い
る
。
従
っ
て
「
お
渡
り
」
の
行
列
は
野
神

神
社
を
出
て
、町
内
を
一
周
し
、御
旅
所
を
回
っ

て
公
民
館
に
入
る
と
い
う
行
程
を
た
ど
る
。（
図

１
）
た
だ
、
当
屋
の
役
割
は
伊
豆
神
田
神
社
宮

総
代
代
表
が
務
め
、
受
当
屋
の
役
割
は
次
期
宮

総
代
代
表
が
務
め
て
お
り
、
小
唐
櫃
を
「
お
渡

し
」
す
る
際
は
両
人
と
も
口
に
榊
の
葉
を
含
む

な
ど
、
古
式
を
守
っ
て
い
る
。

　

膳
を
投
げ
つ
け
る
行
事
は
、
以
前
は
受
当
屋

の
家
の
前
で
行
わ
れ
、
膳
を
受
け
る
受
当
屋
の

親
類
等
に
投
げ
つ
け
た
様
で
あ
る
が
、
今
は
投

げ
つ
け
る
と
い
う
よ
り
は
上
へ
向
か
っ
て
放
り

投
げ
る
よ
う
な
仕
草
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
面
に
落
ち
た
蛯
豆
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル
の
袋
に
入
れ
て
小
分
け
に

し
て
あ
る
な
ど
、
一
般
参
拝
者
へ
の
配
慮
が
さ

れ
て
い
る
。

①小唐櫃を先頭に「お渡し」行列出発 ②神饌が入った大唐櫃

③お膳持ち ④ビニール袋に小分けされた蛯豆
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⑦野神神社の御旅所「琴ヶ浜」を示す提灯 ⑧野神神社の御旅所「琴ヶ浜」を示す提灯

⑨今堅田公民館前で宮総代代表が次期代表に
小唐櫃を手渡す

⑩お膳持ちが膳とともに神饌を投げる

⑤伊豆神田神社の前を通過する行列 ⑥今堅田の路地を巡回する行列
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⑪膳と神饌を高く放り投げる膳持ち ⑫投げつけられた蛯豆を拾う一般参拝者

⑬何度も投げつけられ補修された膳 ⑭公民館の二階で「野神大神」の掛軸と小唐
櫃に参拝する参列者

⑮口上を述べる宮総代代表　奥中央が次期代
表

⑯神酒を受ける参列者
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（
オ
）
松
明
行
列

　

午
後
六
時
に
運
営
委
員
全
員
が
野
神
神
社
社
務
所
に
集

合
し
、
夕
食
を
と
る
。
そ
の
後
、
松
明
の
準
備
が
整
う
と
、

午
後
八
時
三
〇
分
（
予
定
で
は
八
時
）、
松
明
行
列
が
神

社
を
出
発
す
る
。
行
列
の
先
頭
は
「
竹
の
御
幣
」
を
持
っ

た
宮
総
代
代
表
。
代
表
の
み
が
裃
を
着
用
し
て
い
る
。
続

い
て
宮
司
、
琴
ヶ
浜
に
て
水
を
汲
む
手
桶
を
持
っ
た
今
堅

田
理
事
、
そ
の
後
は
松
明
を
持
っ
た
運
営
委
員
が
続
く
。

松
明
の
順
は
宮
総
代
七
名
、
今
堅
田
理
事
二
名
、
今
堅
田

評
議
委
員
六
名
と
続
く
。
松
明
行
列
の
総
勢
は
宮
総
代
代

表
ら
も
入
れ
て
十
八
名
で
あ
る
。

　

行
列
の
順
路
は
「
お
渡
り
」
と
全
く
同
じ
で
、
途
中
野

神
神
社
の
御
旅
所
で
あ
る
「
琴
ヶ
浜
」
に
立
ち
寄
る
。
行

列
は
出
発
し
て
間
も
な
く
「
城
門
が
火
事
や
」
と
何
度
も

大
声
で
全
員
が
繰
り
返
し
叫
ぶ
。
こ
れ
は
既
述
の
「
お
渡

り
」
の
「
膳
投
げ
」
と
と
も
に
野
神
神
社
が
奇
祭
と
言
わ

れ
る
所
以
と
な
っ
て
い
る
。

　

行
列
が
八
時
五
三
分
、「
琴
ヶ
浜
」
に
到
着
す
る
と
、「
水

汲
み
」
が
宮
総
代
代
表
と
担
当
の
今
堅
田
自
治
会
長
に

よ
っ
て
行
わ
れ
、
終
了
後
、
野
神
神
社
の
内
侍
塚
を
目
指

す
。

　

野
神
神
社
に
九
時
三
分
、
行
列
が
到
着
す
る
と
、
す
ぐ

に
宮
総
代
代
表
が
「
竹
の
御
幣
」
神
社
の
敷
地
内
に
あ
る

⑰床の間に安置された小唐櫃・洗米・神酒・
榊・塩・水・灯明

⑲和やかに行われた直会

⑱公民館二階床の間　中央に「野神
大神」の掛軸
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定
め
ら
れ
た
一
角
に
突
き
刺
す
。
そ
の
後
、
内
侍
塚
に
行
き
、
宮
総
代

代
表
が
泥
塗
り
の
後
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
九
つ
の
石
を
元
の
状
態

に
積
み
直
し
、
手
桶
に
汲
ん
で
き
た
「
琴
ヶ
浜
」
の
水
で
清
め
る
。

　

同
時
に
、
塚
の
前
に
榊
と
柿
、
栗
、
枝
豆
、
餅
、
白
蒸
し
（
お
こ
わ
）

と
い
っ
た
神
饌
を
捧
げ
、
最
後
に
宮
司
が
松
明
の
明
か
り
に
囲
ま
れ
、

神
聖
な
雰
囲
気
の
中
で
、
新
田
義
貞
の
妻
勾
当
内
侍
の
悲
話
と
こ
の
地

の
先
祖
が
内
侍
の
亡
骸
を
手
厚
く
葬
っ
た
と
い
う
故
事
を
語
り
、
祝
詞

を
奏
上
し
て
九
時
十
五
分
、
祭
り
は
終
了
し
た
。

　

松
明
行
列
は
地
元
の
一
般
参
拝
者
も
参
加
し
、
終
了
後
、
神
饌
が
配

ら
れ
た
。

※
野
神
講
中
に
よ
る
祭
礼
と
の
比
較

　

野
神
講
中
で
は
当
屋
（「
お
渡
り
」
で
は
受
当
屋
。
松
明
行
列
に

置
い
て
は
当
屋
と
な
っ
て
い
る
）
の
床
の
間
の
灯
明
を
松
明
に
移
し
、

神
饌
を
等
の
供
え
物
と
と
も
に
行
列
が
出
発
す
る
。
現
在
は
「
お
渡

り
」
と
同
じ
く
当
屋
が
な
い
た
め
、
野
神
神
社
を
発
着
と
し
、
神
饌

も
社
務
所
に
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

昭
和
五
三
年
の
調
査
で
は
二
人
の
少
年
が
火
消
し
の
桶
を
持
っ
て

随
行
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
は
松
明
か
ら
、
火
の
つ
い
た
木
屑

等
が
落
ち
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
随
行
は
な
い
。

　

行
列
者
全
員
が
叫
ぶ
「
城
門
が
火
事
や
」
と
い
う
言
葉
は
、
当
時

「
城
門
じ
ゃ
、火
事
じ
ゃ
、火
事
じ
ゃ
」
と
叫
ん
で
い
た
。
ま
た
、「
竹

の
御
幣
」
を
突
き
刺
す
神
事
に
つ
い
て
は
、
も
と
は
こ
の
祭
礼
を
支

え
て
い
た
講
員
共
有
の
神
田
に
突
き
刺
し
て
い
た
と
い
う
事
で
あ
る

が
、
現
在
は
敷
地
内
の
「
竹
の
御
幣
」
を
刺
す
た
め
の
特
別
な
場
所

に
刺
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
役
は
宮
総
代
代
表
が
務
め
る
が
、

当
時
は
新
当
屋
が
そ
の
約
を
担
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
「
お
渡
し
」
の

神
事
が
は
っ
き
り
と
新
旧
当
屋
の
入
れ
替
え
を
意
味
し
て
い
た
た
め
、

「
松
明
行
列
」
は
新
当
屋
が
中
心
と
な
る
神
事
と
の
認
識
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。現
在
は
こ
の
点
が
曖
昧
と
な
っ
て
お
り
、「
お
渡
し
」

も
「
松
明
行
列
」
も
一
連
の
行
事
と
考
え
ら
れ
、
す
べ
て
宮
総
代
代

表
が
担
当
し
て
い
る
。

　

御
幣
を
神
田
に
刺
し
て
い
た
当
時
は
、
御
幣
が
深
く
刺
さ
れ
ば
刺

さ
る
程
、
次
年
度
の
豊
作
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
明
治
二
九
年
の
水

害
で
こ
の
御
幣
ま
で
琵
琶
湖
の
水
位
が
上
が
っ
た
と
の
言
伝
え
が
あ

り
、
厄
難
回
避
の
祈
念
も
込
め
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
の
塚
の
清
め
や
宮
司
の
祝
詞
奏
上
は
変
わ
ら
な
い
が
、
昭

和
五
三
年
の
調
査
時
は
、
祝
詞
奏
上
の
後
、
伊
豆
神
田
神
社
に
出
向

い
て
宮
司
が
再
度
祝
詞
を
奏
上
し
、
新
当
屋
に
戻
っ
て
行
事
は
終
了

す
る
。
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①夕食をとりながら松明行列を社務所で待つ
祭りの運営委員

②竹の御幣を先頭に野神神社を出発する松明
行列

③「城門が火事や」と叫びながら今堅田の町
を歩く松明行列

④御旅所である琴が浜で清めの水を汲む

⑤御旅所で清めの水を汲み野神神社に向かう ⑥行列が野神神社に帰る
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⑦宮総代代表によって神社の敷地内に刺され
た「竹の御幣」

⑧堅田小学校の敷地内にある明治二十九年の
大洪水の標識　標識上の線が当時の水位と
いう

⑨宮総代代表が丁寧に内侍塚の石を戻す ⑩琵琶湖の水で清められた内侍塚の石

⑪松明に囲まれ祝詞を奏上する宮司 ⑫松明に囲まれ祝詞を奏上する宮司
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（
カ
）
灰
葬
ま
い
り

　

十
月
十
七
日
（
月
）、
宮
総
代
全
員
が
野
神
神
社
社
務
所
に
集
合
。

献
餞
等
の
参
拝
を
行
い
、そ
の
後
、志
納
金
の
整
理
や
礼
状
の
配
布
、柿
、

栗
、
枝
豆
、
餅
等
の
献
餞
物
の
配
布
、
後
片
付
け
を
し
て
終
了
し
、
一

同
会
し
て
飲
食
店
で
昼
食
を
と
り
解
散
と
な
る
。

第
三
章　

株
座
か
ら
村
座
へ �

三-

一　

株
座
と
村
座

　

野
神
祭
り
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
野
神
講
中
や
伊
豆
神
田
神
社
の
氏
子

組
織
に
見
ら
れ
る
祭
礼
は
、い
わ
ゆ
る
「
宮
座
の
祭
礼
」
と
呼
ば
れ
、様
々

な
研
究
者
が
そ
の
研
究
対
象
と
し
て
い
る
。
そ
の
先
駆
者
は
一
九
三
八
年

の
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』、
一
九
四
一
年
の
『
宮
座
の
研
究
』

を
発
表
し
た
肥
後
和
男
（
一
八
九
九
〜
一
九
八
一
）
で
、
宮
座
の
宝
庫
と

呼
ば
れ
た
近
江
（
滋
賀
県
）
を
中
心
に
そ
の
周
辺
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

が
開
始
さ
れ
た
。

　

肥
後
は
氏
子
を
有
す
る
社
寺
の
祭
礼
が
執
り
行
わ
れ
る
と
き
、
一
般
的

に
そ
の
氏
子
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る「
神
事
組
合
」を
い
わ
ゆ
る「
宮
座
」

と
定
義
づ
け
た
。
そ
し
て
そ
の
宮
座
の
形
式
と
し
て
は
、
祭
礼
を
執
行
す

る
組
織
が
村
の
中
で
も
あ
る
家
筋
に
限
っ
て
行
わ
れ
る
「
株
座
」
と
、
す

べ
て
の
村
民
が
輪
番
で
平
等
に
執
り
行
う
「
村
座
」
が
あ
る
と
し
、
祭
礼

の
初
期
段
階
で
の
宮
座
は
「
株
座
」
が
多
く
、そ
の
中
か
ら
後
に
「
村
座
」

が
現
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ら
が
複
合
的
に
重
な
り
現
代
に
伝
わ
っ
て

い
る
と
考
察
し
た
。
し
か
し
、
個
々
の
祭
礼
の
分
布
や
歴
史
的
背
景
な
ど
、

未
だ
整
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
結
論
付
け
に
は
ま
だ
ま
だ
研
究
の
余
地
を
残

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

宮
座
研
究
を
社
会
人
類
的
研
究
の
視
点
で
考
察
し
た
高
橋
統
一
は
、
当

時
の
滋
賀
県
に
於
け
る
宮
座
を
調
査
し
、
特
に
株
座
と
村
座
の
別
や
変
遷

に
つ
い
て
の
論
考
を
発
表
し
た
［
註
13
］。
そ
の
調
査
に
よ
る
と
、
湖
西
に
は

比
較
的
株
座
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
明
治
期
に
村
座
に
変
わ
っ
て
い
く
事

例
が
数
件
紹
介
さ
れ
、
特
に
北
小
松
の
樹
下
神
社
の
宮
座
で
は
明
治
十
七

年
に
株
座
か
ら
村
座
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
変
遷
の
過
程
で
、
宮

財
産
の
分
配
や
土
地
の
問
題
か
ら
訴
訟
に
及
び
、
い
わ
ゆ
る
特
権
的
な
座

方
［
註
14
］
が
敗
訴
し
、
村
座
と
し
て
当
時
ま
で
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。

も
う
一
例
、
大
津
市
の
伊
香
立
南
庄
融
神
社
の
宮
座
で
も
同
じ
く
村
方
と

座
方
に
お
い
て
訴
訟
が
お
こ
り
、
座
方
が
敗
訴
し
た
が
、
当
時
ま
で
そ
の

株
座
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
報
告
も
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
宮
座
の
「
株
座
」「
村
座
」
の
か
た
ち
を
過
去
の
研
究
に

見
る
と
、
今
堅
田
伊
豆
神
田
神
社
と
野
神
神
社
の
氏
子
や
宮
座
組
織
と
重

な
っ
て
く
る
。

三-

二　

伊
豆
神
田
神
社
と
野
神
神
社
の
宮
座

　

伊
豆
神
田
神
社
と
野
神
神
社
が
鎮
座
す
る
今
堅
田
は
か
つ
て
漁
業
を
生

業
と
し
た
小こ

番ば

城ぎ

と
、
農
業
と
船
大
工
を
生
業
と
す
る
出で
け

島じ
ま

か
ら
な
り
、

伊
豆
神
田
神
社
は
小
番
城
の
氏
神
で
、
野
神
神
社
は
主
と
し
て
出
島
の
氏

神
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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現
在
小
番
城
地
区
の
氏
神
は
本
堅
田
の
伊
豆
神
社
と
な
っ
て
い
る
が
、

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
伊
豆
神
田
神
社
の
棟
札
に
は
「
江
州
滋
賀

郡
今
堅
田
釣
漁
師
」「
江
州
滋
賀
郡
今
堅
田
釣
漁
師
郷
士
」
と
肩
書
き
が

あ
る
人
物
の
名
前
が
記
さ
れ
、
そ
れ
ら
人
物
の
名
前
は
小
番
城
地
区
の

人
々
の
名
前
だ
と
言
う
。
小
番
城
に
伝
わ
る
古
老
の
口
碑
に
よ
る
と
、
小

番
城
は
昔
（
文
化
期
よ
り
以
前
）、
本
堅
田
伊
豆
神
社
の
氏
子
で
あ
り
、

伊
豆
神
社
の
中
に
神
輿
を
所
有
し
て
い
た
が
、
あ
る
と
き
に
本
堅
田
と
争

い
と
な
り
、
そ
の
神
輿
が
本
堅
田
の
座
衆
に
よ
っ
て
担
ぎ
だ
さ
れ
、
掘
割

に
捨
て
ら
れ
た
。
そ
れ
以
降
、
小
番
城
が
本
堅
田
伊
豆
神
社
を
離
れ
、
新

た
に
伊
豆
神
田
神
社
を
勧
進
し
て
氏
神
と
し
、
や
が
て
、
現
在
の
今
堅
田

に
移
し
た
と
い
う
［
註
15
］。
明
治
に
入
り
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
あ
っ
た
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
小
番
城
は
再
び
本
堅
田
伊
豆
神
社
の
氏
子
に
戻
り
、

今
堅
田
伊
豆
神
田
神
社
の
氏
子
か
ら
外
れ
た
。

　

一
方
の
出
島
は
農
業
を
生
業
と
し
て
い
る
た
め
、
元
々
の
野
神
大
神
と

い
う
野
の
神
を
祀
る
野
神
神
社
と
何
ら
か
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
る
家
筋
が
野
神
講
を
組
織
し
、

野
神
神
社
を
中
心
と
し
て
株
座
的
な
宮
座
の
運
営
が
さ
れ
て
い
た
。
明
治

に
入
り
小
番
城
が
伊
豆
神
田
神
社
の
氏
子
か
ら
外
れ
る
と
、
出
島
の
人
々

は
伊
豆
神
田
神
社
の
氏
子
と
な
っ
て
村
座
的
な
宮
座
が
運
営
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

野
神
講
は
肥
後
和
男
の
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』
の
中
で
、
株

座
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
小
栗
栖
健
治
氏
も
「
野
神
講
は
株
座
の
形
態
を
と

り
、
縁
組
等
に
よ
る
株
の
移
動
も
禁
じ
る
閉
鎖
性
の
強
い
宮
座
だ
っ
た
」

と
し
て
い
る
。
確
か
に
出
島
の
氏
神
と
し
て
野
神
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
た

近
世
は
閉
鎖
性
の
強
い
株
座
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
野
神
神
社
に

講
員
以
外
の
氏
子
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
宮
座
と
言
う
よ
り
は

名
前
の
通
り
「
講
」
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
野
神
神
社
を
中
心
と
し

な
が
ら
、
勾
当
内
侍
の
霊
を
慰
め
る
祭
礼
を
行
う
講
を
講
員
が
支
え
て
き

た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
か
ら
は
、
野
神
講
中
に
よ
る
野

神
神
社
の
祭
礼
の
運
営
が
難
し
く
な
り
、
伊
豆
神
田
神
社
の
氏
子
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
と
め
る
と
、
野
神
講
中
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
た
野
神
神
社
の
祭
礼
は
、
野
神
神
社
の
本
社
に
あ
た
る
伊
豆
神
田

神
社
の
宮
総
代
が
引
き
継
ぎ
、
現
在
は
伊
豆
神
田
神
社
の
氏
子
総
代
に

よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
講
の
祭
礼
か
ら
村
座
の
祭
礼
へ
と
移
行

し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に �

　

滋
賀
県
は
宮
座
の
宝
庫
と
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
者
の
視
点
に
よ
っ
て

調
査
が
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、
ど
れ
一
つ
と
っ
て
も
同
じ
も
の
は
な
く
、

多
種
多
様
で
あ
る
。
特
に
、
集
落
自
体
が
近
代
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
形

式
の
み
が
残
り
、
神
事
組
合
、
い
わ
ゆ
る
宮
座
的
な
組
織
が
消
滅
し
て
い

る
と
い
う
事
例
は
少
な
く
な
い
。
宮
座
的
な
神
事
組
合
組
織
の
消
滅
に
は

様
々
な
要
因
が
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
一
括
り
に
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

た
だ
、
宮
座
の
祭
礼
を
残
し
て
い
る
地
域
は
、
零
細
な
兼
業
農
家
が
多
く
、
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純
粋
な
「
田
の
神
」
や
「
水
の
神
」
に
対
す
る
信
仰
と
と
も
に
祭
礼
が
今

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

今
回
取
り
上
げ
た
今
堅
田
野
神
神
社
の
祭
礼
も
例
外
で
は
な
く
、
伊
豆

神
田
神
社
の
氏
子
の
半
数
以
上
が
兼
業
農
家
で
あ
り
、
勾
当
内
侍
と
い
う

歴
史
上
の
人
物
の
鎮
魂
と
い
う
性
格
を
持
ち
な
が
ら
、
五
穀
豊
穣
を
祈
念

し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
も
う
少
し
「
田
の
神
」
い
わ
ゆ
る
農
耕

神
の
考
察
も
必
要
で
あ
る
。「
田
の
神
」
は
「
山
の
神
」
と
同
じ
く
祖
霊

神
と
結
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
う
考
え
る
と
半
狂
乱
の
中
、
湖
中
に
沈

ん
で
い
っ
た
勾
当
内
侍
の
霊
を
村
人
が
こ
こ
に
鎮
め
る
こ
と
で
豊
穣
を
願

う
と
い
う
「
田
の
神
」
信
仰
が
野
神
神
社
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
何
ら
不
思

議
は
な
い
。
今
後
は
こ
の
点
に
も
注
意
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
祭
礼
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
野
神
神
社
の
十
二
軒
の
講
中
に
よ

る
運
営
が
難
し
く
な
り
、
そ
の
本
社
で
あ
る
伊
豆
神
田
神
社
の
氏
子
に
よ

る
村
座
組
織
に
移
さ
れ
、
古
式
が
守
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
運
営
組
織
に

は
宮
総
代
に
加
え
て
今
堅
田
役
員
の
参
加
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
伊
豆

神
田
神
社
の
氏
子
の
範
囲
が
旧
出
島
、
い
わ
ゆ
る
現
在
の
行
政
区
画
で
あ

る
今
堅
田
一
丁
目
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
た
め
、
今
堅
田
（
今
堅
田
一
丁
目
）

自
体
が
歴
史
あ
る
祭
礼
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
た
め

で
あ
る
と
言
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
事
例
は
他
に
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
逆
に
今
に
伝
わ

る
宮
座
組
織
と
現
在
の
行
政
区
画
と
が
一
致
し
な
く
、
宮
総
代
と
自
治
会

役
員
を
兼
務
し
、
個
人
に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
事
例
の
方

が
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

古
式
祭
礼
を
見
聞
し
、
過
去
の
文
書
を
解
析
し
な
が
ら
、
宮
座
の
歴
史

を
紐
解
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
現
代
に
伝
わ
る
祭
礼
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
の
か
と
言
う
問
題
も

今
後
、
研
究
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

�

１　

鎌
倉
時
代
の
御
家
人
。
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
活
躍
し
た
武
将

２　

新
田
義
貞
が
後
醍
醐
天
皇
か
ら
下
賜
さ
れ
た
女
官
。
後
醍
醐
天
皇
に
仕
え
た
一
条

経
尹
の
娘
と
さ
れ
て
い
る

３　
『
太
平
記
』
に
よ
る
と
、
新
田
義
貞
の
死
後
は
京
都
嵯
峨
の
往
生
院
で
義
貞
の
菩
提

を
弔
っ
て
余
生
を
過
ご
し
た
と
さ
れ
る

４　
『
野
神
講
文
書
』「
内
侍
神
事
由
緒
記
」
文
政
年
間
に
泉
福
寺
住
職
明
覚
に
よ
り
成
立
。

こ
の
文
献
に
よ
る
。

５　

肥
後
和
男
『
近
江
に
於
け
る
宮
座
の
研
究
』（
東
京
理
科
大
学
、一
九
三
八
年
）、『
宮

座
の
研
究
』（
弘
文
堂
、
一
九
七
〇
年
）

６　

井
上
頼
寿
『
京
都
古
習
志
』（
館
有
神
職
会
、
一
九
四
〇
年
）

７　

小
栗
栖
健
治
「
村
の
宮
座
と
祭
礼
」（『
宮
座
祭
祀
の
史
的
研
究
』
岩
田
書
院
、

二
〇
〇
五
年
）

８　

小
栗
栖
健
治
「
村
の
宮
座
と
祭
礼
」（『
宮
座
祭
祀
の
史
的
研
究
』
岩
田
書
院
、

二
〇
〇
五
年
）
第
六
章
一
二
三
頁
か
ら
一
五
二
頁

９　

勾
当
内
侍
が
入
水
自
殺
し
た
場
所
と
伝
え
ら
れ
る
。

10　

真
野
神
田
神
社
の
宮
司
が
野
神
神
社
の
神
職
を
兼
務
し
て
い
る
（
以
前
は
雄
琴
神

社
の
宮
司
が
兼
務
し
て
い
た
）。

11　

講
中
に
お
け
る
神
事
も
時
代
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
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の
比
較
は
昭
和
五
十
三
年
に
小
栗
栖
健
治
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
調
査
と
の
比
較
と

す
る
。

12　

こ
の
小
唐
櫃
は
「
開
け
ず
の
小
唐
櫃
」
と
呼
ば
れ
、
一
度
も
開
け
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
伝
承
が
あ
る
が
、
小
栗
栖
健
治
氏
の
報
告
に
は
小
唐
櫃
を
調
査
し
た
と
こ

ろ
貴
族
が
使
っ
た
と
見
ら
れ
る
扇
子
の
よ
う
な
も
の
に
藻
の
ま
と
わ
り
つ
い
た
も

の
が
入
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

13　

高
橋
統
一
「
滋
賀
県
の
宮
座
の
現
況
」-

社
会
人
類
的
予
備
調
査-

（
東
洋
大
学
ア

ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
研
究
年
報　

一
九
六
九
年
）

14　

こ
こ
で
言
う
「
座
方
」
と
は
特
権
を
持
つ
座
衆
を
意
味
す
る
。
一
方
の
「
村
方
」

は
特
権
を
持
た
な
い
氏
子
を
言
う
。

15  

橋
本
哲
男
『
琵
琶
湖
の
民
俗
誌
』「
堅
田
釣
漁
師-

大
津
市
本
堅
田
町
小
番
城-

」（
文

化
出
版
局　

一
九
八
四
年
）
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昨
年
本
学
は
、
附
属
近
江
学
研
究
所
の
活
動
を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
一

個
人
の
方
か
ら
、
浮
世
絵
版
画
を
中
心
と
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
寄
贈
を

受
け
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
七
三
件
（
九
一
点
）
に
及
び
、
近
江
八
景
や

東
海
道
の
宿
場
町
、
大
津
絵
な
ど
近
江
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を
主
体

と
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
は
浮
世
絵
版
画
の
み
な
ら
ず
近
江
八
景
図
の

版
木
四
点
や
、
浮
世
絵
以
外
に
、
琵
琶
湖
畔
を
描
い
た
泥
絵
一
点
も
含
ん

で
い
る
。
画
家
は
す
べ
て
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
江

戸
、
東
京
で
活
躍
し
た
浮
世
絵
師
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
訳
で
あ
る
が
、
近
江
八
景
関
連
が
十
八

件
・
三
〇
点
、
街
道
の
宿
場
を
扱
っ
た
も
の
が
四
七
件
・
四
七
点
、
武
者

絵
・
大
津
絵
関
連
・
そ
の
他
が
八
件
・
十
四
点
を
数
え
る
。

　

こ
の
う
ち
近
江
八
景
関
連
で
は
、
栄
松
斎
長
喜
「
近
江
八
景
」
の
版
木

四
面
［
⑴
─
１
、
数
字
は
作
品
一
覧
お
よ
び
写
真
リ
ス
ト
の
番
号
を
指
す
。

以
下
同
じ
。］
が
特
筆
さ
れ
る
。
い
ず
れ
も
片
面
彫
り
で
、
円
窓
内
に
八

景
の
う
ち
の
一
景
を
彫
出
し
、
そ
の
上
下
に
近
衛
信
尹
（
あ
る
い
は
近
衛

政
家
）
作
と
伝
え
る
和
歌
を
添
え
た
も
の
で
あ
る
。
版
木
と
し
て
の
役
割

を
終
え
た
の
ち
、
一
時
火
鉢
の
側
板
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、

現
状
で
は
釘
穴
が
認
め
ら
れ
る
。

成
安
造
形
大
学
所
蔵
「
寄
贈
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

�

小
嵜　

善
通

•••••••••••••••••••••••••••••••
Title :

Seian University of Art and Design's “Donated Ukiyo-e 
Collection”

Summary : 
Here I will introduce Seian University of Art and Design's 
“Donated Ukiyo-e Collection” consisting primarily of Ukiyo-e 
prints donated to the university in 2011.  There are 71 works (91 
pieces) in the collection, most of which have Omi as their motif. 
The artists is a master of Ukiyo-e who was active from the end of 
the Edo Period to the beginning of the Meiji Period in Edo (Tokyo).
•••••••••••••••••••••••••••••••
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「
近
江
八
景
・
三
井
晩
鐘
」［
⑴
─
３
］、「
近
江
八
景
・
堅
田
落
雁
」［
⑴

─
４
］
は
洋
風
表
現
を
顕
著
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
作
品
一
覧
で
は
寄

贈
時
の
リ
ス
ト
に
従
い
、
い
ず
れ
も
柳
々
居
辰
斎
の
作
品
と
し
て
い
る
が
、

前
者
［
⑴
─
３
］
は
歌
川
国
虎
の
作
品
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

筆
者
判
定
に
つ
い
て
は
後
考
に
俟
ち
た
い
。
ま
た
作
者
不
詳
の
「
泥
絵　

三
井
寺
・
琵
琶
湖
」［
⑴
─
11
］
は
、
江
戸
時
代
末
期
に
洋
風
表
現
と
結

び
つ
い
て
制
作
さ
れ
た
泥
絵
の
技
法
に
よ
る
近
江
名
所
図
の
一
例
と
し
て

見
逃
せ
な
い
資
料
で
あ
る
。
現
在
の
大
津
港
あ
た
り
か
ら
北
方
、
琵
琶
湖

と
三
井
寺
を
捉
え
た
景
観
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
歌
川
芳
虎
「
近
江
八
景
図
」［
⑴
─
７
］、
三
代
歌
川
豊
国

「
近
江
八
景
」［
⑴
─
８
］、
二
代
歌
川
国
貞
「
近
江
八
景
」［
⑴
─
10
］

な
ど
、
近
江
八
景
を
背
景
に
し
て
、
歌
舞
伎
な
ど
の
登
場
人
物
を
組
み
合

わ
せ
た
作
品
も
含
ま
れ
る
。

　

次
に
街
道
の
宿
場
町
を
描
い
た
も
の
で
は
、
名
所
絵
の
名
手
歌
川
広
重

の
手
に
な
る
「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
」［
⑵
─
１
］
が
あ
げ
ら
れ
る
。

有
名
な
保
永
堂
板
で
名
を
挙
げ
た
広
重
に
よ
る
東
海
道
五
十
三
次
シ
リ
ー

ズ
の
な
か
の
蔦
吉
板
で
あ
る
。
二
代
、
三
代
広
重
に
よ
る
作
例
も
含
ま
れ

て
お
り
、
二
代
広
重
（
喜
斎
立
祥
）
の
も
の
と
し
て
は
「
東
海
道
五
拾
三

驛
」［
⑵
─
８
］
五
点
、「
東
海
道
五
十
三
次
」［
⑵
─
９
］
二
点
が
あ
り
、

三
代
広
重
に
よ
る
明
治
八
年（
一
八
七
五
）の「
東
海
名
所
改
正
道
中
記
」

［
⑵
─
３
］
五
点
は
文
明
開
化
当
初
の
大
津
市
街
な
ど
を
描
き
、
風
俗
資

料
と
し
て
も
興
味
深
い
。

　

ま
た
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
中
、
シ
リ
ー
ズ
作
品
と
し
て
最
多
の
作
品
数

十
九
点
を
数
え
る
の
が
「
東
海
道
名
所
風
景
」［
⑵
─
２
］
で
あ
る
。「
御

上
洛
東
海
道
」
と
も
称
さ
れ
る
本
作
品
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
二

月
か
ら
三
月
に
か
け
て
将
軍
徳
川
家
茂
が
上
洛
す
る
に
際
し
、
江
戸
の
版

元
十
数
軒
が
協
力
し
て
国
貞
（
三
代
豊
国
）、
二
代
広
重
以
下
歌
川
派

十
六
名
の
絵
師
を
動
員
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
総
数
一
六
二
点
に
及

ぶ
。
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
豊
原
国
周
、
歌
川
国
貞
、
艶
長
、
芳
艶
、
国

綱
、
芳
虎
、
周
麿
、
二
代
広
重
、
芳
盛
、
月
岡
芳
年
の
十
人
の
作
品
が
含

ま
れ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
作
品
に
「
末
廣
五
十
三
次
」［
⑵
─
４
］
が
あ
る
。

長
州
征
伐
の
た
め
に
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
大
坂
入
り
し
た
将
軍
徳

川
家
茂
の
三
度
目
の
上
洛
を
題
材
に
し
た
も
の
で
、
二
代
歌
川
国
貞
、
二

代
歌
川
広
重
、
五
雲
亭
貞
秀
、
歌
川
芳
幾
、
二
代
歌
川
国
輝
、
月
岡
芳
年
、

歌
川
芳
盛
、
豊
原
国
周
の
八
名
が
参
加
し
て
い
る
。
将
軍
が
率
い
る
も
の

も
の
し
い
行
列
を
主
に
し
た
表
現
で
、「
御
上
洛
東
海
道
」
の
も
つ
比
較

的
穏
や
か
な
景
観
描
写
と
は
異
な
っ
た
雰
囲
気
を
持
つ
作
品
で
あ
る
。
本

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
五
雲
亭
貞
秀
、
月
岡
芳
年
、
歌
川
芳
盛
の
作
品
が
含

ま
れ
る
。

　
「
東
海
道
五
十
三
對
」［
⑵
─
５
］
は
広
重
、
国
芳
、
三
代
豊
国
の
競
作

で
全
六
二
枚
の
シ
リ
ー
ズ
。
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
は
幕
末
の
鬼
才
国
芳
が

土
山
の
坂
上
田
村
麻
呂
と
大
津
の
土
佐
又
平
を
描
い
た
も
の
を
含
ん
で
い

る
。
こ
の
ほ
か
、
三
代
歌
川
豊
国
（
国
貞
）
の
作
品
「
東
海
道
五
十
三
次

之
内
・
大
津
ノ
図
」［
⑵
─
６
］
や
「
東
海
道
五
十
三
駅
名
画
之
書
分　

草
津
・
大
津
」［
⑵
─
10
］
で
は
大
津
絵
の
店
頭
風
景
が
描
か
れ
、
同
「
木

曾
六
十
九
驛
・
鳥
居
本
」［
⑵
─
11
］
で
は
幕
末
期
の
制
作
に
ふ
さ
わ
し
く
、
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名
所
絵
に
役
者
絵
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
ほ
か
、
武
者
絵
と
し
て
は
歌
川
国
芳
「
燿
武
八
景　

粟
津
夕
照

　

巴
御
前
」［
⑶
─
３
］
や
、
そ
の
弟
子
歌
川
芳
員
に
よ
る
「
明
智
左
馬

助
湖
水
渡
り
之
図
」［
⑶
─
１
］、
大
津
絵
関
連
で
は
、
や
は
り
国
芳
に
よ

る
「
流
行
逢
都
絵
希
代
稀
物
」［
⑶
─
４
］
や
河
鍋
暁
斎
「
狂
画
大
津
絵
」

［
⑶
─
８
］
な
ど
が
あ
る
。

　

最
後
に
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
登
場
す
る
浮
世
絵
師
の
一
覧
を
以
下
に
掲

げ
る
。

栄
松
斎
長
喜
（
生
没
年
不
詳
）
鳥
山
石
燕
の
門
人
で
歌
麿
と
同
門
。
作
画
期

は
宝
暦
か
ら
寛
政
年
間
に
亘
る
。

柳
々
居
辰
斎
（
生
没
年
不
詳
）
初
め
俵
屋
宗
理
に
学
び
柳
々
居
の
号
を
譲
ら

れ
た
と
伝
え
る
。
の
ち
北
斎
（
辰
政
）
の
門

人
と
な
り
辰
の
一
字
を
譲
り
受
け
る
。
遠
近

法
や
陰
影
法
を
用
い
た
洋
風
風
景
画
で
知
ら

れ
る
。

歌
川
国
虎
（
生
没
年
不
詳
）

歌
川
豊
国
の
門
人
。
遠
近
法
を
用
い
た
洋
風

の
風
景
画
家
と
し
て
知
ら
れ
る
が
作
品
は
極

め
て
少
な
い
。
代
表
作
に
「
近
江
八
景
」
八

枚
揃
が
あ
る
。

北
尾
政
美

（
一
七
六
四
～
一
八
二
四
）

北
尾
重
政
の
門
人
。
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）

津
山
藩
御
用
絵
師
と
な
り
、
鍬
形
蕙
斎
と
称

し
た
。
の
ち
狩
野
惟
信
に
も
師
事
。
鳥
瞰
的

視
点
の
風
景
版
画
を
発
案
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。

歌
川
豊
広

（
一
七
七
三
～
一
八
三
〇
）

歌
川
豊
春
の
門
人
で
初
代
豊
国
と
同
門
。
広

重
の
師
。

歌
川
広
重

（
一
七
九
七
～
一
八
五
八
）

歌
川
豊
広
の
門
人
。

二
代
歌
川
広
重

（
一
八
二
六
～
一
八
六
九
）

初
代
広
重
の
門
人
。
初
め
歌
川
重
宣
。
安
政

六
年
（
一
八
五
九
）
初
代
広
重
の
養
女
お
辰

の
婿
と
な
り
、
二
代
広
重
を
名
乗
る
。
慶
応

元
年
（
一
八
六
五
）
お
辰
と
離
縁
し
、
以
後

横
浜
に
移
り
住
み
喜
斎
立
祥
と
号
す
る
。

三
代
歌
川
広
重

（
一
八
四
二
～
一
八
九
四
）

初
代
広
重
の
門
人
。
初
め
歌
川
重
政
。
慶
応

三
年
（
一
八
六
七
）
初
代
広
重
の
養
女
お
辰

に
婿
入
り
し
三
代
広
重
を
名
乗
る
。

歌
川
国
貞

（
一
七
八
六
～
一
八
六
五
）

三
代
歌
川
豊
国
の
こ
と
。
作
品
数
は
浮
世
絵

師
の
中
で
も
最
多
と
い
わ
れ
、
一
万
点
以
上

に
及
ぶ
と
さ
れ
る
。

二
代
歌
川
国
貞

（
一
八
二
三
～
一
八
八
〇
）

三
代
歌
川
国
政
の
こ
と
。
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）
三
代
豊
国
の
婿
養
子
と
な
り

二
代
国
貞
を
名
乗
る
。

五
雲
亭
貞
秀

（
一
八
〇
七
～
一
八
七
九
？
）
歌
川
（
橋
本
）
貞
秀
。
初
代
歌
川
国
貞
の
門
人
。

豊
原
国
周

（
一
八
三
五
～
一
九
〇
〇
）

豊
原
周
信
及
び
歌
川
国
貞
の
門
人
。
嘉
永
元

年
（
一
八
四
八
）
国
貞
に
入
門
。
役
者
絵
の

国
周
と
し
て
知
ら
れ
、
ま
た
明
治
の
写
楽
と

も
称
せ
ら
れ
る
。

歌
川
国
綱
（
生
没
年
不
詳
）

初
代
歌
川
豊
国
の
門
人
。
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歌
川
国
芳

（
一
七
九
七
～
一
八
六
一
）

初
代
歌
川
豊
国
の
門
人
。

歌
川
芳
艶

（
一
八
二
二
～
一
八
六
六
）

国
芳
の
門
人
。「
御
上
洛
東
海
道
」
で
は
十
六

点
を
担
当
。

歌
川
芳
盛

（
一
八
三
〇
～
一
八
八
五
）

国
芳
の
門
人
。
晩
年
は
横
浜
に
居
住
。

歌
川
芳
虎
（
生
没
年
不
詳
）

国
芳
の
門
人
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
師

か
ら
破
門
さ
れ
る
。

歌
川
芳
員
（
生
没
年
不
詳
）

国
芳
の
門
人
。

歌
川
艶
長
（
生
没
年
不
詳
）

歌
川
芳
艶
の
門
人
。

河
鍋
暁
斎

（
一
八
三
一
～
一
八
八
九
）

初
め
国
芳
の
門
人
。
の
ち
狩
野
洞
白
に
も
師
事
。

狩
野
派
を
離
れ
て
以
後
、
周
麿
と
称
し
浮
世

絵
を
描
く
。

月
岡
芳
年

（
一
八
三
九
～
一
八
九
二
）

国
芳
の
門
人
。
そ
の
作
風
か
ら
「
血
ま
み
れ

芳
年
」
の
異
名
を
も
つ
。
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
）
祖
父
の
弟
で
あ
る
月
岡
雪
斎

の
姓
を
継
承
す
る
。

小
林
永
濯

（
一
八
四
三
～
一
八
九
〇
）

狩
野
永
悳
の
門
人
。
明
治
に
入
り
浮
世
絵
を

描
く
。

田
口
米
作

（
一
八
六
四
～
一
九
〇
三
）

小
林
清
親
の
門
人
。

　

な
お
、
本
稿
に
掲
げ
た
目
録
は
旧
蔵
者
が
作
成
さ
れ
て
い
た
目
録
の
体

裁
を
尊
重
し
つ
つ
、
一
部
加
除
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
最
終
的

な
目
録
作
成
及
び
写
真
撮
影
に
あ
た
っ
て
は
、
本
学
芸
術
文
化
デ
ザ
イ
ン

ク
ラ
ス
四
年
、
青
山
雄
介
、
久
保
田
ま
り
、
濱
田
薫
、
同
三
年
、
神
谷
佳

那
子
、
吉
岡
美
咲
の
協
力
を
得
た
。

　

末
尾
な
が
ら
、
寄
贈
者
な
ら
び
に
学
生
諸
氏
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
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成
安
造
形
大
学
所
蔵「
寄
贈
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」目
録 �

〈
浮
世
絵
版
画
〉�

73
件　

91
点

　

⑴
近
江
八
景�

18
件　

30
点

　

⑵
街　
　

道�

47
件　

47
点

　

⑶
武
者
絵
・
大
津
絵
関
連
・
そ
の
他�

8
件　

14
点

⑴
近
江
八
景
（
18
件
・
30
点
）

１ 

栄
松
斎
長
喜
「
近
江
八
景
」
版
木　

四
面
（
刷
り
見
本
六
枚
付
属
）

　

①
「
比
良
暮
雪
」（
20
・
9
㎝
×
16
・
3
㎝
）

　

②
「
石
山
秋
月
」（
20
・
8
㎝
×
16
・
5
㎝
）

　

③
「
勢
田
夕
照
」（
20
・
8
㎝
×
16
・
7
㎝
）

　

④
「
矢
橋
帰
帆
」（
21
・
0
㎝
×
16
・
8
㎝
）

２ 

歌
川
豊
広
「
近
江
八
景
・
瀬
田
夕
照
」

�

　

一
枚
（
竪
中
判　

23
・
1
㎝
×
17
・
6
㎝
）

３ 

柳
々
居
辰
斎
「
近
江
八
景
・
三
井
晩
鐘
」　

�

一
枚
（
横
中
判　

15
・
4
㎝
×
21
・
4
㎝
）

４ 

柳
々
居
辰
斎
「
近
江
八
景
・
堅
田
落
雁
」　

�

一
枚
（
横
大
判　

23
・
1
㎝
×
34
・
7
㎝
）

５ 

北
尾
政
美
「
近
江
八
景
・
粟
津
晴
嵐
」　

�

一
枚
（
竪
中
判　

25
・
8
㎝
×
19
・
2
㎝
）

６ 

歌
川
広
重
「
近
江
八
景
」（
有
田
屋
清
右
衛
門
板
）　

横
中
判

　

①
「
石
山
秋
月
」　

一
枚
（
14
・
8
㎝
×
20
・
8
㎝
）

　

②
「
辛
崎
夜
雨
」　

一
枚
（
14
・
8
㎝
×
20
・
8
㎝
）

　

③
「
粟
津
晴
嵐
」　

一
枚
（
14
・
7
㎝
×
20
・
7
㎝
）

７ 

歌
川
芳
虎
「
近
江
八
景
図
」　

三
枚
続

�

（
竪
大
判　

36
・
2
㎝
×
72
・
6
㎝
）　

明
治
三
年
（
一
八
七
○
）

８ 

三
代
歌
川
豊
国
「
近
江
八
景
」（
廣
小
路
林
庄
板
）

�

竪
大
判　

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

　

①
「
近
江
八
景
之
内
・
三
井
晩
鐘 

小
町
」　

一
枚
（
36
・
0
㎝
×
23
・
7
㎝
）

　

②
「
近
江
八
景
之
内
・
三
井
晩
鐘 

関
兵
衛
」　

�

一
枚
（
36
・
4
㎝
×
24
・
7
㎝
）

９ 

三
代
歌
川
豊
国
「
近
江
八
景
之
内
・
矢
橋
帰
帆
」（
山
城
屋
甚
兵
衛
板
）

�

　

一
枚　
（
竪
大
判　

35
・
6
㎝
×
25
・
4
㎝
）　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）

10 

二
代
歌
川
国
貞
「
近
江
八
景
」（
蔦
屋
板
）　

竪
大
判

　

①
「
近
江
八
景
之
内
・
辛
崎
夜
雨
」　

三
枚
続
（
36
・
8
㎝
×
74
・
4
㎝
）

　

②
「
近
江
八
景
之
内
・
瀬
田
夕
照
」　

三
枚
続
（
35
・
9
㎝
×
74
・
4
㎝
）

11 

「
泥
絵　

三
井
寺
・
琵
琶
湖
」　

一
枚
（
33
・
3
㎝
×
48
・
4
㎝
）

⑵ 

街
道
（
47
件
・
47
点
）

１ 

歌
川
広
重
「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
」（
蔦
屋
吉
蔵
板
）　

横
中
判

　

①
「
大
津
」　

一
枚
（
16
・
4
㎝
×
22
・
3
㎝
）

　

②
「
草
津
」　

一
枚
（
16
・
4
㎝
×
22
・
5
㎝
）

　

③
「
水
口
」　

一
枚
（
16
・
4
㎝
×
22
・
3
㎝
）

２ 
「
東
海
道
名
所
風
景
」（
通
称
「
御
上
洛
東
海
道
」）　

�

竪
大
判　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

　

①
豊
原
国
周
「
東
海
道
之
内
・
双
川
」（
伊
勢
庄
板
）　

�

一
枚
（
33
・
6
㎝
×
22
・
5
㎝
）
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②
歌
川
艶
長
「
東
海
道
名
所
之
内
・
桶
狭
間
」（
正
文
堂
板
）

�

　

一
枚
（
32
・
9
㎝
×
22
・
1
㎝
）

　

③
歌
川
芳
艶
「
東
海
道
名
所
之
内
・
熱
田
一
の
鳥
居
」（
正
文
堂
板
）

�

　

一
枚
（
32
・
8
㎝
×
22
・
0
㎝
）

　

④
歌
川
国
綱
「
東
海
道
・
庄
野
」　

一
枚
（
33
・
4
㎝
×
22
・
6
㎝
）

　

⑤
二
代
歌
川
国
貞
「
東
海
道
・
亀
山
」（
海
老
林
板
）　

�

一
枚
（
33
・
1
㎝
×
22
・
1
㎝
）

　

⑥
二
代
歌
川
国
貞
「
東
海
道
之
内
・
関
」　

一
枚
（
33
・
2
㎝
×
22
・
3
㎝
）

　

⑦
歌
川
芳
虎
「
東
海
道
・
坂
ノ
下
」（
佐
野
富
板
）　

�

一
枚
（
33
・
3
㎝
×
22
・
1
㎝
）

　

⑧
周
麿
（
河
鍋
暁
斎
）「
東
海
道
・
土
山
・
鈴
ヶ
山
・
坂
ノ
下
」（
大
金
板
）

�

　

一
枚
（
32
・
8
㎝
×
22
・
0
㎝
）

　

⑨
二
代
歌
川
広
重
「
東
海
道
・
土
山
」（
糸
庄
板
）

�

　

一
枚
（
33
・
2
㎝
×
22
・
2
㎝
）

　

⑩
歌
川
芳
艶
「
東
海
道
・
土
山
」（
正
文
堂
板
）　

�

一
枚
（
32
・
9
㎝
×
22
・
1
㎝
）

　

⑪
豊
原
国
周
「
東
海
道
・
水
口
」（
越
前
屋
嘉
十
板
）　

�

一
枚
（
33
・
5
㎝
×
22
・
3
㎝
）

　

⑫
月
岡
芳
年
「
東
海
道
・
石
部
」（
角
金
板
）　

�

一
枚
（
34
・
0
㎝
×
22
・
8
㎝
）

　

⑬
歌
川
芳
盛
「
東
海
道
・
草
津
」（
太
田
屋
多
吉
板
）　

�

一
枚
（
32
・
5
㎝
×
21
・
9
㎝
）

　

⑭
歌
川
芳
盛
「
東
海
道
・
瀬
田
唐
橋
」（
魚
屋
栄
吉
板
）　

�

一
枚
（
32
・
6
㎝
×
22
・
3
㎝
）

　

⑮
歌
川
芳
艶
「
東
海
道
名
所
之
内
・
石
山
之
秋
月
」（
正
文
堂
板
）

�

　

一
枚
（
32
・
8
㎝
×
21
・
8
㎝
）

　

⑯
豊
原
国
周
「
東
海
道
・
膳
所
・
矢
橋
の
帰
帆
」　

�

一
枚
（
33
・
2
㎝
×
22
・
3
㎝
）

　

⑰
二
代
歌
川
広
重
「
東
海
道
・
大
津
」（
丸
鉄
板
）　

�

一
枚
（
33
・
3
㎝
×
22
・
3
㎝
）

　

⑱
周
麿
（
河
鍋
暁
斎
）「
東
海
道
名
所
之
内
・
比
叡
山
」（
丸
鉄
板
）

�

　

一
枚
（
32
・
8
㎝
×
22
・
0
㎝
）

　

⑲
月
岡
芳
年
「
東
海
道
・
大
津
三
井
寺
」（
角
金
板
）　

�

一
枚
（
33
・
8
㎝
×
22
・
5
㎝
）

３ 

三
代
歌
川
広
重
「
東
海
名
所
改
正
道
中
記
」（
浅
草
並
木
山
清
板
）

�

　

竪
大
判　

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

　

①
「
大
津
」　

一
枚
（
32
・
8
㎝
×
22
・
2
㎝
）

　

②
「
水
口
」　

一
枚
（
33
・
0
㎝
×
22
・
3
㎝
）

　

③
「
土
山
」　

一
枚
（
33
・
0
㎝
×
22
・
4
㎝
）

　

④
「
庄
野
」　

一
枚
（
32
・
8
㎝
×
22
・
8
㎝
）

　

⑤
「
藤
川
」　

一
枚
（
32
・
9
㎝
×
22
・
8
㎝
）

４ 

「
末
廣
五
十
三
次
」　

竪
大
判　

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

　

①
五
雲
亭
貞
秀
「
大
津
」（
伊
勢
屋
兼
吉
板
）　

�

一
枚
（
33
・
7
㎝
×
23
・
8
㎝
）

　

②
月
岡
芳
年
「
草
津
」（
木
屋
宗
次
郎
板
）　

一
枚
（
33
・
9
㎝
×
24
・
0
㎝
）

　

③
歌
川
芳
盛
「
石
部
」（
相
卜
板
）　

一
枚
（
33
・
5
㎝
×
22
・
7
㎝
）

　

④
五
雲
亭
貞
秀
「
水
口
」（
糸
庄
板
）　

一
枚
（
33
・
5
㎝
×
22
・
8
㎝
）

　

⑤
五
雲
亭
貞
秀
「
土
山
」（
伊
勢
屋
兼
吉
板
）　
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�

一
枚
（
33
・
2
㎝
×
22
・
7
㎝
）

５ 
「
東
海
道
五
十
三
對
」　

竪
大
判

　

①
歌
川
国
芳
「
土
山
」　

一
枚
（
36
・
5
㎝
×
24
・
5
㎝
）

　

②
歌
川
国
芳
「
大
津
」（
伊
場
屋
仙
三
郎
板
）　

�

一
枚
（
36
・
5
㎝
×
24
・
0
㎝
）

６ 

歌
川
国
貞
「
東
海
道
五
十
三
次
之
内
・
大
津
ノ
図
」　

�

一
枚
（
竪
中
判　

24
・
9
㎝
×
18
・
3
㎝
）

７ 

歌
川
芳
員
「
東
海
道
五
十
三
次
」　

横
小
判　

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

　

①
「
大
津
」　

一
枚
（
11
・
0
㎝
×
17
・
3
㎝
）

　

②
「
草
津
」　

一
枚
（
10
・
9
㎝
×
17
・
3
㎝
）

　

③
「
石
部
」　

一
枚
（
10
・
9
㎝
×
17
・
3
㎝
）

８ 

喜
斎
立
祥
（
二
代
歌
川
広
重
）「
東
海
道
五
拾
三
驛
」（
丸
鉄
板
）

�

　

竪
中
判　

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）

　

①
「
土
山
」　

一
枚
（
24
・
2
㎝
×
17
・
5
㎝
）

　

②
「
水
口
」　

一
枚
（
24
・
2
㎝
×
18
・
2
㎝
）

　

③
「
石
部
」　

一
枚
（
24
・
2
㎝
×
17
・
5
㎝
）

　

④
「
草
津
」　

一
枚
（
24
・
2
㎝
×
18
・
1
㎝
）

　

⑤
「
大
津
」　

一
枚
（
24
・
2
㎝
×
17
・
5
㎝
）

９ 

二
代
歌
川
広
重
「
東
海
道
五
十
三
次
」　

竪
中
判

�

　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
～
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

　

①
「
大
津
」　

一
枚
（
22
・
2
㎝
×
16
・
3
㎝
）

　

②
「
草
津
」　

一
枚
（
22
・
3
㎝
×
16
・
3
㎝
）

10 

三
代
歌
川
豊
国
「
東
海
道
五
十
三
駅
名
画
之
書
分　

草
津
・
大
津
」

�
 

（
太
田
屋
多
吉
板
）　

一
枚
（
竪
大
判　

34
・
3
㎝
×
23
・
8
㎝
）

�

　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）

11 

三
代
歌
川
豊
国
「
木
曾
六
十
九
驛
・
鳥
居
本
」（
伊
勢
兼
板
）　

�

一
枚
（
竪
大
判　

36
・
2
㎝
×
25
・
0
㎝
）　

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

⑶
武
者
絵
・
大
津
絵
関
連
・
そ
の
他
（
8
件
・
14
点
）

１ 

歌
川
芳
員
「
明
智
左
馬
助
湖
水
渡
り
之
図
」（
上
州
屋
板
）　

�

三
枚
続
（
竪
大
判　

36
・
8
㎝
×
74
・
0
㎝
）

２ 

月
岡
芳
年
「
大
日
本
名
将
鑑　

大
兄
皇
子
・
中
臣
鎌
足
・
入
鹿
大
臣
」

�

　

一
枚
（
竪
大
判　

35
・
2
㎝
×
23
・
7
㎝
）

３ 

歌
川
国
芳
「
燿
武
八
景　

粟
津
夕
照　

巴
御
前
」（
遠
洲
屋
彦
兵
衛
板
）

�

　

一
枚
（
竪
大
判　

36
・
5
㎝
×
25
・
0
㎝
）　

嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）

４ 

歌
川
国
芳
「
流
行
逢
都
絵
希
代
稀
物
」（
湊
屋
小
兵
衛
板
）　

�

三
枚
続
（
竪
大
判　

36
・
2
㎝
×
73
・
0
㎝
）

５ 

小
林
永
濯
「
和
英
對
譯
大
日
本
功
名
略
傳
・
藤
原
鎌
足
」　

�

一
枚
（
竪
大
判　

36
・
7
㎝
×
25
・
2
㎝
）　

明
治
二
○
年
（
一
八
八
七
）

６ 

二
代
歌
川
広
重
「
諸
国
六
玉
河
・
近
江
野
路
玉
川
」（
濃
安
板
）

�

一
枚
（
竪
大
判　

36
・
1
㎝
×
24
・
5
㎝
）　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）

７ 

田
口
米
作
「
米
作
漫
筆
名
画
大
津
絵
之
巻
」　

�

三
枚
続
（
竪
大
判　

34
・
3
㎝
×
72
・
2
㎝
）

８ 

河
鍋
暁
斎
「
狂
画
大
津
絵
」　

一
枚
（
竪
大
判　

36
・
5
㎝
×
23
・
9
㎝
）
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⑴-１-①

⑴-１-②

⑴-１-③

⑴-１-①

⑴-１-②

⑴-１-③

成
安
造
形
大
学
所
蔵
「
寄
贈
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
図
版　
（
図
版
下
の
数
字
は
目
録
番
号
と
対
応
） �
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⑴-１-④ ⑴-１-④

⑴-５

⑴-２

⑴-３

⑴-４
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⑴-６-① ⑴-６-②

⑴-７-ｂ ⑴-７-ｃ

⑴-７-ａ
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　大岩 剛一　成安造形大学教授・附属近江学研究所研究員

　大原 歩　　成安造形大学非常勤講師

　加藤 賢治　成安造形大学研究支援部門主査・附属近江学研究所研究員

　小嵜 善通　成安造形大学教授・附属近江学研究所研究員
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編 集 後 記

　このたび、成安造形大学附属近江学研究所は『近江学研究所紀要』を創刊いたし

ました。近江学研究所では、これまで学外の客員研究員を含めた多くの方々の論考

や近江の魅力を満載した『近江学』を年１回刊行してまいりました。お蔭をもちま

して『近江学』は年頭に刊行した最新号で第４号を数え、第４号からは、『文化誌「近

江学」』として一般の多くの近江ファンの皆様にもお楽しみいただけますよう、内容

も一新いたしました。

　今回発刊いたしました本紀要は、それとは別に本学の学内研究員による研究成果

を掲載したものです。この創刊号には、学内研究員による３編の論文・資料紹介を

掲載しています。特に論文２編は、地の利を生かした地道なフィールドワークの成

果として、本学らしい内容になったと自負しています。

　今後も、芸術系大学という特色を活かした研究紀要であり続けたいと考えていま

す。どうぞ『文化誌「近江学」』ともども『近江学研究所紀要』をよろしくお願いい

たします。

� 編集担当　小嵜　善通



成安造形大学附属近江学研究所紀要　第１号
発行日　平成24年３月19日

発行者　学校法人京都成安学園　成安造形大学　附属近江学研究所
　　　　〒520-0248　滋賀県大津市仰木の里東４-３-１
　　　　電話　077-574-2118

編　集　成安造形大学附属近江学研究所

印刷所　宮川印刷株式会社

©Seian University of Art and Design 2012
ISSN 2186-6937



N
o
.1

成安造形大学附属近江学研究所成安造形大学附属近江学研究所

紀 要紀 要
第 1号第 1号

　
　

 N
o
.1

成
安
造
形
大
学
附
属
近
江
学
研
究
所 

紀
要
　
第
1
号

No.1

ISSN 2186-6937


	空白ページ

